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　　　春の交通安全運動
　　　　　　展開中！

　4月6日から春の交通安全運動が始まり

ました。運動期問中の事故防止に努めてもら

いたいと村長から交通指導員、交通安全協

会の方々が訓辞を受けました。
この広報紙は、再生

紙を使っています。
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その他国庫支出金
432，067千円
　　（7．6％）

　
円
）

金
鷺

入
0
，
G

繰
η

　
円
）

千
務

税
6

7
1

寸

良至依

円肝
鮒財

　
一
般
会
計
予
算
の
総
額
は
五
十
七

億
円
、
対
前
年
比
一
・
九
％
減
で
あ

り
、
特
別
会
計
は
二
十
五
億
七
千
万

円
、
前
年
比
五
・
八
％
減
に
な
り
ま

し
た
。
一
般
会
計
に
つ
い
て
は
、
宮

中
島
温
泉
施
設
整
備
事
業
に
伴
う
建

設
事
業
、
特
別
会
計
は
下
水
道
会
計

の
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
減
に
よ
る
も
の

で
あ
り
ま
す
。獲

灘
鍵
織

村
税
に
つ
い
て
は
、
前
年
比
七
・

三
％
の
伸
び
、
地
方
譲
与
税
と
利
子

割
交
付
金
、
自
動
車
取
得
税
交
付
金

に
つ
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
前
年
同
額
を

見
込
み
ま
し
た
。
地
方
交
付
税
に
つ

い
て
は
、
変
動
な
ど
を
勘
案
し
前
年

比
二
・
六
％
増
を
見
込
み
ま
し
た
。

　
使
用
料
及
び
手
数
料
の
増
は
、
清

津
峡
歩
道
ト
ン
ネ
ル
の
供
用
開
始
に

よ
る
商
工
使
用
料
の
増
加
に
よ
る
も

の
で
あ
り
ま
す
。
国
庫
支
出
金
は
、

大
巾
な
増
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ

れ
は
貝
野
小
学
校
屋
体
給
食
棟
改
築

事
業
に
伴
う
増
で
あ
り
ま
す
。
県
支

出
金
の
増
は
新
山
村
振
興
事
業
に
よ

る
清
田
山
公
園
施
設
整
備
事
業
、
林

道
新
屋
敷
線
の
新
規
着
手
に
よ
る
も

の
で
あ
り
ま
す
。
財
産
収
入
の
減
は

預
金
利
率
の
大
幅
な
引
下
げ
に
伴
う

各
種
基
金
利
子
の
減
少
、
繰
入
金
の

減
は
基
金
繰
入
金
に
よ
る
も
の
で
す

基
金
繰
入
金
は
宮
中
島
温
泉
保
養
施

設
整
備
と
温
泉
関
連
の
村
道
改
良
と

し
て
宮
中
滝
線
、
奨
学
基
金
へ
の
繰

出
金
財
源
と
し
て
ふ
る
さ
と
創
生
基

金
、
下
水
道
整
備
の
た
め
に
環
境
整

備
基
金
、
村
道
改
良
（
山
崎
桂
線
）

に
建
設
基
金
、
貝
野
小
学
校
屋
体
給

食
棟
改
築
事
業
に
教
育
施
設
整
備
基

金
を
充
て
、
更
に
減
債
基
金
と
財
政

調
整
基
金
、
中
山
間
地
域
活
性
化
推

進
基
金
の
取
り
崩
し
を
予
定
し
前
年

比
一
三
・
九
％
の
減
を
見
込
み
ま
し



その他273，724千円
　　　　　　（4．8％）

総務費
1，509，001千円

　　（26．5％）

　
円
）

千
傷

費
珈
瓢

育
覧
ー

教
8

農林水産費
324，133千円
　　（5．7％）

　　　衛生費
　　366，439千円
　　　　（6，4％）

民生費
425，650千円
　　（7．5％）

公債費
507，178千円
　（8．9％）

　　　　　　商工費

平成8年度会計別予算額
会　　計　　別 予算額 対前年比

一　般　会　計 5，700，000千円 △L9％

特
　
別
　
会
　
計

国民健康保険 502，559千円 △6．0％

倉俣診療所 46，666千円 △5．8％

歯科診療所 37，102千円 △8．2％

老　人　保　険 702，379千円 15．2％

簡　易　水道 276，000千円 △3．2％

下　　水　　道 1，008，000千円 △16．8％

特別会計合計 2，572，706千円 △5．8％

一般・特別会計合計 8，272，706千円 △3．1％

た
。
諸
収
入
は
、
骨
粗
し
ょ
う
症
予

防
対
策
モ
デ
ル
事
業
、
派
遣
獣
医
師

の
廃
止
と
克
雪
住
宅
資
金
回
収
金
の

減
少
に
よ
り
前
年
比
十
一
・
八
％
の

減
、
村
債
は
清
津
峡
渓
谷
ト
ン
ネ
ル
、

道
路
改
良
事
業
等
継
続
の
建
設
事
業

に
加
え
今
年
度
は
、
貝
野
小
屋
体
改

築
事
業
を
予
定
し
て
い
ま
す
が
、
七

年
度
着
工
し
た
宮
中
温
泉
保
養
施
設

の
本
体
建
築
事
業
費
減
少
に
よ
り
十

九
・
五
％
減
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
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総
務
費
関
係

・
行
政
改
革

・
宮
中
島
温
泉
開
業
準
備

・
克
雪
住
宅
普
及
促
進
事
業

　
行
政
改
革
は
、
公
平
な
住
民
サ
ー

ビ
ス
を
念
頭
に
組
織
及
び
事
務
の
見

直
し
な
ど
を
含
め
身
近
な
と
こ
ろ
か

ら
実
現
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
宮
中
島
温
泉
保
養
施
設
は
、
七
月

オ
ー
プ
ン
の
予
定
で
あ
り
、
「
株
式
会

社
な
か
さ
と
」
が
開
業
準
備
を
進
め

て
い
ま
す
。
村
民
の
健
康
づ
く
り
の

施
設
、
住
民
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
施
設

と
し
て
地
域
活
性
化
の
観
光
施
設
を

兼
ね
備
え
且
つ
、
地
域
住
民
に
親
し

み
や
す
く
、
充
分
満
足
し
て
い
た
だ

く
施
設
運
営
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

克
雪
対
策
は
、
雪
降
ろ
し
の
重
労
働

及
び
事
故
か
ら
の
解
消
を
図
り
快
適

な
雪
国
の
生
活
を
確
保
す
る
た
め
、

本
年
も
克
雪
住
宅
普
及
促
進
事
業
を

引
き
続
き
実
施
し
て
ま
い
り
た
と
思

い
ま
す
。

社
会
福
祉
関
係

　　一　論　｝
｝

・
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

・
あ
っ
た
か
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業

　
中
里
村
保
健
医
療
福
祉
計
画
に
基

づ
き
、
高
齢
者
、
児
童
、
障
害
者
の

社
会
福
祉
施
策
の
各
分
野
に
つ
い
て
、
、

安
定
し
た
社
会
基
盤
づ
く
り
を
推
進

す
る
た
め
、
計
画
的
執
行
を
図
る
よ

う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
高
齢
者
の
福
祉
施
設
整
備
は
、
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
建
設
着
工
に
向

け
測
量
設
計
、
用
地
取
得
、
社
会
福

祉
法
人
の
設
立
事
業
を
今
年
度
着
手

い
た
し
ま
す
。

　
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
、
適

切
な
サ
ー
ビ
ス
を
総
合
的
調
整
、
高

齢
者
サ
ー
ビ
ス
調
整
チ
ー
ム
の
機
能

を
図
り
な
が
ら
、
適
切
な
処
遇
の
向

上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
保
育
所

は
、
保
育
施
設
の
老
朽
化
の
改
善
に

努
め
な
が
ら
、
地
域
の
保
育
内
容
の

充
実
に
応
じ
た
保
育
所
機
能
の
活
用

を
図
り
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、
少
子

化
対
策
と
し
て
、
ウ
ェ
ル
カ
ム
ベ
ビ

ー
報
奨
金
制
度
を
継
続
し
て
ま
い
り

ま
す
。
障
害
者
福
祉
は
、
障
害
の
発

生
予
防
と
早
期
発
見
に
健
康
対
策
事

業
と
の
連
携
、
各
種
制
度
の
活
用
及

び
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　
社
会
福
祉
協
議
会
は
、
地
域
福
祉

活
動
を
展
開
し
た
お
り
ま
す
が
、
あ

っ
た
か
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
の
効
率

的
運
用
と
各
種
福
祉
団
体
・
ボ
ラ
ン

テ
ア
団
体
の
育
成
、
並
び
に
高
齢
者
、

障
害
者
等
の
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を

推
進
す
る
た
め
、
地
域
福
祉
基
金
を

活
用
し
た
地
域
福
祉
活
動
を
社
会
福

祉
協
議
会
と
の
連
携
を
緊
密
に
実
施

し
て
ま
い
り
ま
す
。

保
健
衛
生
関
係

・
老
人
保
健
対
策

・
骨
粗
　
症
・
予
防
対
策

・
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
事
業

　
健
康
審
査
等
の
一
層
の
充
実
を
図

り
、
疾
病
の
早
期
発
見
に
努
め
る
と

と
も
に
健
康
教
育
、
健
康
相
談
な
ど

平成8年4月10日広報なかさと3



村
民
一
丸
と
な
っ
た
健
康
づ
く
り
に

効
果
的
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、

「
骨
粗
籟
症
予
防
対
策
」
を
今
年
度

継
続
し
て
実
施
し
、
寝
た
き
り
予
防

対
策
、
訪
問
指
導
の
充
実
を
図
り
、

在
宅
寝
た
き
り
者
等
の
自
立
を
促
進

支
援
し
、
総
合
的
な
老
人
保
健
対
策

を
推
進
し
ま
す
。
環
境
面
に
つ
い
て

は
、
津
南
地
域
衛
生
施
設
組
合
の
施

設
の
一
環
と
し
て
、
平
成
九
年
度
工

事
着
手
に
向
け
て
最
終
処
分
場
建
設

計
画
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
合
併
処

理
浄
化
槽
設
置
事
業
、
ゴ
ミ
減
量
化

と
リ
サ
イ
ク
ル
の
た
め
の
コ
ン
ポ
ス

ト
助
成
を
引
続
き
実
施
し
河
川
等
生

活
環
境
の
浄
化
に
つ
い
て
努
力
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
農
林
関
係

・
中
山
間
地
域
農
村
活
性
化
総
合
整

備
事
業

・
新
山
村
振
興
事
業

　
新
生
産
調
整
対
策
事
業
に
つ
き
ま

し
て
は
、
農
業
団
体
、
米
生
産
農
家

の
ご
協
力
を
得
な
が
ら
実
施
し
米
価

の
維
持
と
稲
作
の
安
定
を
計
っ
て
ま

い
り
ま
す
。
農
業
振
興
に
つ
き
ま
し

て
は
、
村
単
野
菜
価
格
安
定
対
策
事

業
、
村
単
農
産
物
育
成
事
業
と
県
単

の
中
山
間
や
る
き
農
家
支
援
事
業
を

継
続
実
施
し
、
担
い
手
農
家
の
育
成

に
努
め
ま
す
。
県
単
園
芸
施
設
化
促

進
緊
急
対
策
事
業
と
新
潟
県
農
林
水

産
業
振
興
事
業
に
取
組
み
、
花
卉
・

そ
菜
関
係
の
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
、
か
ん

水
、
防
風
施
設
等
の
充
実
に
対
し
助

成
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
大
規
模
籾

乾
燥
調
整
施
設
の
利
用
促
進
と
良
質

米
生
産
コ
ス
ト
低
減
の
た
め
、
県
単

「
新
潟
米
」
生
産
体
質
強
化
事
業
で

農
業
機
械
銀
行
の
リ
ー
ス
用
機
械
の

導
入
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

「
中
山
間
地
域
活
性
化
推
進
基
金
」

を
活
用
し
、
農
林
業
等
活
性
化
基
盤

整
備
計
画
に
即
し
た
ソ
フ
ト
面
の
取

組
み
を
継
続
推
進
し
ま
す
。

　
県
営
圃
場
整
備
事
業
は
、
桔
梗
原

地
区
干
溝
小
原
地
区
を
結
ぶ
連
絡
道

と
宮
中
堀
之
内
地
区
の
面
工
事
を
図

っ
て
い
く
計
画
で
あ
り
ま
す
。
県
営

広
域
営
農
団
地
農
道
整
備
は
六
号
線

と
四
号
線
を
実
施
し
、
県
営
地
す
べ

り
対
策
事
業
で
は
、
東
田
尻
地
区
に

於
い
て
、
継
続
事
業
と
し
て
地
下
水

排
除
、
新
規
に
区
画
整
理
を
実
施
い

た
し
ま
す
。
中
山
間
地
域
農
村
活
性

化
総
合
整
備
事
業
は
平
成
九
年
度
実

施
に
向
け
て
八
年
度
は
調
査
設
計
事

業
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
林
道
に
つ
い
て
は
、
県
営
広
域
基

幹
林
道
中
魚
沼
丘
陵
開
設
工
事
を
は

じ
め
角
間
土
倉
線
・
小
沢
東
山
線
の

開
設
改
良
、
西
方
線
の
舗
装
を
継
続

実
施
し
、
新
規
に
新
屋
敷
線
開
設
事

業
を
加
え
、
村
行
造
林
の
育
成
に
も

配
慮
し
て
い
き
ま
す
。

　
新
山
村
振
興
事
業
と
し
て
清
田
山

自
然
運
動
公
園
に
コ
テ
ー
ジ
及
び
オ

ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
を
設
置
し
、
滞
在

型
の
利
用
者
を
増
や
し
、
採
算
性
の

と
れ
る
施
設
づ
く
り
を
目
指
し
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
平
成

七
年
度
に
原
町
で
温
泉
掘
削
を
進
め

て
お
り
ま
す
が
、
温
泉
湧
出
の
際
は
、

自
然
環
境
や
伝
統
文
化
等
の
地
域
資

源
を
活
用
し
た
特
色
の
あ
る
施
設
づ

く
り
を
今
後
進
め
て
ま
い
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

商
工
観
光

・
清
津
峡
渓
谷
ト
ン
ネ
ル
付
帯
工
事

・
清
津
ス
キ
ー
場
の
建
設

　
清
津
峡
渓
谷
ト
ン
ネ
ル
に
つ
き
ま

し
て
本
年
度
は
覆
工
及
び
安
全
管
理

の
付
帯
工
事
、
取
付
道
路
工
等
で
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
す
ば
ら
し
い
柱
状

節
理
を
観
賞
で
き
る
期
待
感
を
盛
り

上
げ
る
た
め
、
ト
ン
ネ
ル
内
に
展
示

施
設
も
計
画
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

管
理
運
営
は
、
安
全
確
保
の
た
め
、

初
年
度
は
中
里
村
が
直
接
管
理
に
あ

た
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
清
津
ス
キ
ー
場
の
建
設
で
あ
り
ま

す
が
、
第
一
期
工
事
が
進
み
、
現
在

の
進
捗
状
況
は
、
コ
ー
ス
・
ゲ
レ
ン

デ
、
進
入
道
路
、
仮
設
駐
車
場
は
五

十
％
以
上
で
あ
り
、
本
年
度
は
そ
れ

ら
の
工
事
の
継
続
と
索
道
二
基
に
つ

い
て
工
事
に
着
手
す
る
予
定
で
あ
り

ま
す
。
平
成
九
年
度
に
は
日
帰
り
セ

ン
タ
ー
の
建
築
物
に
着
手
し
、
予
定

ど
う
り
九
月
完
成
、
十
二
月
オ
ー
プ

ン
に
向
け
進
行
し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
商
工
振
興
に
つ
き
ま
し
て

は
、
地
方
産
業
育
成
資
金
を
は
じ
め

村
単
の
商
工
信
用
保
証
料
補
助
及
び

中
小
企
業
振
興
資
金
借
入
利
子
補
助

を
引
続
き
行
い
、
中
小
企
業
の
近
代

化
・
経
営
安
定
を
行
っ
て
い
た
だ
く

た
め
の
経
費
と
商
工
会
活
動
強
化
の

た
め
補
助
金
を
引
き
続
き
予
算
計
上

い
た
し
ま
し
た
。

　
士
木
費
関
係

・
村
道
重
地
小
出
線
、
倉
下
土
倉
線
、

・
干
溝
市
之
越
線
改
良

・
温
泉
ア
ク
セ
ス
道

・
災
害
復
旧
事
業

国
道
＝
七
号
改
良
事
業
は
、
物

件
用
地
の
補
償
買
収
に
手
間
取
り
本

年
度
完
了
に
は
至
り
ま
せ
ん
が
、
用

買
物
件
等
の
補
償
が
終
わ
っ
た
所
の

改
良
工
事
に
入
る
予
定
で
あ
り
ま
す
。

　
清
津
大
橋
架
替
工
事
が
完
成
し
、

今
秋
に
開
通
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
灘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
叢
麟

現
清
津
橋
の
撤
去
も
行
わ
れ
る
予
定

で
あ
り
ま
す
。
国
道
三
五
三
号
線
は

通
り
山
地
内
か
ら
山
崎
地
内
へ
と
歩

道
新
設
工
事
を
進
め
て
い
ま
す
。
又
、

猿
倉
ト
ン
ネ
ル
の
拡
幅
工
事
は
平
成

九
年
度
に
完
了
す
る
予
定
で
す
。
尚
、

程
島
地
内
の
ス
ノ
ー
シ
ェ
ー
ド
工
事

が
引
き
続
き
進
め
ら
れ
ま
す
。

　
県
道
改
良
事
業
で
は
、
主
要
地
方

道
小
千
谷
十
日
町
津
南
線
改
良
に
お

い
て
は
平
成
八
年
、
縦
横
断
と
丈
量

測
量
に
入
り
ま
す
。
予
算
に
よ
っ
て

は
一
部
買
収
も
予
定
さ
れ
て
い
る
と
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こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
県
道
中
深
見
越

後
田
沢
停
車
場
線
は
平
成
八
年
度
、

一
部
工
事
に
も
入
る
予
定
で
あ
り
ま

す
。
又
、
倉
俣
地
内
で
も
診
療
所
前

よ
り
引
き
続
き
、
釜
川
橋
に
向
か
っ

，
て
工
事
が
進
め
ら
れ
ま
す
。
県
道
清

津
公
園
線
は
、
平
成
八
年
度
、
用
地

買
収
と
物
件
補
償
も
予
算
に
よ
っ
て

は
実
施
の
方
向
で
進
め
て
お
り
、
す

で
に
ト
ン
ネ
ル
の
工
事
に
着
手
し
ま

し
た
。
平
成
八
年
、
九
年
で
ト
ン
ネ

ル
工
事
を
完
了
さ
せ
る
計
画
で
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
河
川
事
業
に
つ
い
て
は
、
平
成
七

年
度
で
信
濃
川
宮
中
地
内
の
堤
防
嵩

上
げ
工
事
が
完
了
。
平
成
八
年
度
は

宮
中
貝
野
川
の
改
修
工
事
が
引
き
続

き
実
施
さ
れ
ま
す
。
又
、
公
共
で
七

川
の
護
岸
工
事
の
継
続
、
県
単
で
下

沢
川
の
護
岸
工
事
が
実
施
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
砂
防
工
事
関
係
に
つ
い
て
は
、
程

島
地
内
の
大
沢
谷
川
の
ダ
ム
本
堤
工

が
引
き
続
き
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
村
道
改
良
舗
装
事
業
に
つ
い
て
は
、

重
地
小
出
線
も
八
年
度
に
橋
が
完
了

し
、
平
成
九
年
度
で
西
田
尻
に
接
続

す
る
予
定
で
す
。
尚
、
県
代
行
と
し

て
倉
下
土
倉
間
の
双
倉
橋
を
お
願
い

す
べ
く
測
量
設
計
を
県
と
協
議
し
な

が
ら
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。
「
臨
時
交
付
金
事
業
」
で
進
め
て

い
る
倉
下
土
倉
線
ハ
干
溝
市
之
越
線

は
継
続
し
て
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

そ
の
他
温
泉
ア
ク
セ
ス
道
を
重
点
に

考
慮
い
た
し
ま
し
た
。

　
克
雪
道
路
の
安
全
確
保
を
図
る
た

め
引
き
続
き
、
荒
屋
干
溝
間
の
消
雪

パ
イ
プ
布
設
工
事
を
行
い
完
了
と
な

り
ま
す
。

　
道
路
維
持
で
は
、
交
通
安
全
対
策

及
び
道
路
維
持
管
理
に
備
え
予
算
計

上
致
し
ま
し
た
。
災
害
復
旧
事
業
に

つ
い
て
は
、
七
ッ
釜
災
害
に
関
し
て

は
、
湯
沢
砂
防
事
務
所
で
対
応
し
、

設
計
に
基
づ
き
予
算
確
保
が
出
来
、

雪
消
え
と
共
に
工
事
に
着
手
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
道
路
で
は
、

三
ケ
所
の
災
害
復
旧
工
事
に
予
算
付

け
さ
れ
て
お
り
、
雪
消
え
と
と
も
に

着
手
し
ま
す
。
ま
た
、
本
年
の
大
雪

に
よ
る
災
害
発
生
が
予
想
さ
れ
ま
す

の
で
農
林
、
公
共
土
木
と
も
に
万
全

を
期
す
所
存
で
あ
り
ま
す
。

消
防
費
関
係

・
災
害
救
助
用
毛
布
百
組

・
広
域
消
防
南
分
署
建
設

　
本
年
度
防
火
水
槽
一
基
、
小
型
ポ

ン
プ
ニ
台
、
災
害
救
助
用
毛
布
百
組

等
の
整
備
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。
ま

た
、
広
域
消
防
に
お
い
て
は
、
津
南

分
遣
所
と
中
里
詰
所
を
統
合
し
た
南

分
署
の
建
設
が
計
画
さ
れ
て
お
り
ま

す
。

教
育
費
関
係

・
貝
野
小
学
校
体
育
館
、
給
食
棟
改

築・
生
涯
学
習
情
報
提
供
シ
ス
テ
ム

　
国
際
化
へ
情
報
化
等
社
会
の
変
化

に
対
応
で
き
る
調
和
の
と
れ
た
心
豊

な
人
間
育
成
を
図
る
た
め
、
各
学
校

の
環
境
施
設
整
備
と
学
校
教
育
の
充

実
を
図
る
べ
く
予
算
計
上
い
た
し
ま

し
た
。
ま
た
、
沖
縄
県
仲
里
村
と
の

児
童
、
生
徒
の
交
流
を
引
き
続
き
行

な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
大
学
等
高
等

教
育
機
関
へ
の
進
学
を
援
助
促
進
す

る
た
め
、
引
き
続
ぎ
奨
学
基
金
の
増

額
を
は
か
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
中
里
村
小
・
中
学
校
連
携
事
業
に

あ
っ
て
は
、
学
習
相
談
員
の
設
置
及

び
部
外
指
導
者
の
要
請
費
な
ど
を
充

実
し
ま
し
た
。
小
学
校
教
育
は
、
生

活
科
関
連
事
業
及
び
い
き
い
き
ス
ク

ー
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
事
業
に
よ

り
、
体
験
学
習
等
を
通
し
て
学
ぶ
教

育
の
推
進
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま

た
、
老
朽
化
に
と
も
な
い
貝
野
小
学

校
の
体
育
館
及
び
給
食
棟
の
改
築
工

事
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

　
高
道
山
小
学
校
を
田
沢
小
学
校
と

の
統
合
を
目
指
す
べ
く
方
針
を
示
し

ま
し
た
。
引
き
続
き
校
区
に
お
い
て

も
、
社
会
状
況
の
推
移
、
村
教
育
の

在
り
方
を
説
明
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

時
期
な
ど
に
つ
い
て
は
、
結
論
が
出

て
お
り
ま
せ
ん
が
、
今
後
と
も
協
議

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
中
学
校
教
育
は
、
七
年
度
よ
り
い

き
い
き
ス
ク
ー
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推

進
事
業
を
実
施
し
、
ま
た
引
き
続
き

外
国
人
英
語
指
導
助
手
に
よ
る
語
学

教
育
の
充
実
に
努
め
て
い
く
所
存
で

あ
り
ま
す
。

　
社
会
教
育
関
係
は
、
生
涯
学
習
の

積
極
的
推
進
を
図
っ
て
い
く
た
め
に

努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、

八
年
度
は
パ
ソ
コ
ン
を
導
入
し
、
生

涯
学
習
情
報
提
供
シ
ス
テ
ム
が
活
用

出
来
る
よ
う
に
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
織
翻
鑛
灘

　
国
保
事
業
会
計
は
、
「
健
康
づ
く
り

事
業
」
で
各
種
疾
病
予
防
事
業
の
展

開
を
、
「
医
療
費
適
正
化
特
別
対
策
事

業
」
で
国
保
事
業
の
運
営
の
安
定
化

に
取
り
組
み
ま
す
。
倉
俣
診
療
所
は
、

医
師
の
採
用
に
よ
り
従
来
ど
う
り
の

診
療
業
務
を
と
る
と
同
時
に
歯
科
診

療
所
と
共
に
、
予
防
活
動
に
も
力
を

い
れ
各
種
検
診
等
医
療
機
関
と
密
接

な
連
絡
を
取
り
、
村
民
の
健
康
管
理

が
で
き
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
老
人
保
健
会
計
に
つ
き
ま
し
て
は
、

高
齢
者
人
口
の
増
加
等
に
伴
い
予
想

さ
れ
る
予
算
額
を
計
上
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
。

　
簡
易
水
道
事
業
は
、
中
央
地
区
の

区
域
拡
張
工
事
と
下
水
道
事
業
関
連

補
償
工
事
、
芋
川
倉
俣
地
区
の
広
域

農
道
関
連
補
償
工
事
に
よ
る
配
水
管

の
伏
設
替
え
及
び
市
之
越
及
び
東
田

尻
地
区
の
水
源
整
備
等
を
行
い
、
地

域
住
民
に
安
心
し
て
給
水
で
き
る
よ

う
予
算
計
上
い
た
し
ま
し
た
。

　
下
水
道
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、

平
成
五
年
度
よ
り
建
設
が
始
ま
り
ま

し
た
浄
化
セ
ン
タ
ー
が
平
成
七
年
度

末
一
部
稼
働
に
い
た
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
本
年
度
は
加
入
者
の
水
洗

化
工
事
の
た
め
に
改
造
費
等
の
資
金

預
託
事
業
費
、
ま
た
下
水
道
施
設
維

持
管
理
費
等
、
供
用
開
始
に
伴
う
経

費
を
新
た
に
予
算
計
上
し
て
お
り
ま

す
。
併
せ
て
、
管
渠
工
事
と
第
一
期

浄
化
セ
ン
タ
ー
建
設
工
事
の
完
了
に

向
け
、
予
算
を
計
上
い
た
し
て
お
り

ま
す
。
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平
成
八
年
第
一
回
村
議
会
定
例
議
会
が
平
成
8
年
3
月
6
日
か
ら

22

日
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
、
報
告
二
件
、
条
例
八
議
案
・
補
正
予
算
六
議
案
・
そ
の

他
三
議
案
の
ほ
か
、
平
成
8
年
度
予
算
が
上
程
さ
れ
、
す
べ
て
の
議
案

が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
陳
情
四
件
が
審
議
さ
れ
、
う
ち
三
件
が
採
択
、
一
件
が
継
続

審
議
と
な
り
ま
し
た
。

＝
般
質
問
】

A
議
員

一
、
保
育
施
設
、
特
に
倉
俣
、
中
里

両
保
育
所
の
老
朽
化
が
め
だ
っ
て
い

る
が
具
体
的
に
検
討
し
て
い
る
と
思

う
の
で
村
長
の
考
え
方
を
伺
ま
す
。

合
理
化
を
図
っ
て
保
育
料
の
低
減
を

図
る
余
地
が
あ
る
と
思
い
ま
す
し
、

内
容
的
に
認
可
と
僻
地
で
は
違
う
の

で
は
な
い
か
と
思
う
が
僻
地
を
認
可

に
す
べ
き
と
思
う
が
考
え
を
伺
ま
す
。

ま
た
、
未
満
児
保
育
、
延
長
保
育
の

内
容
が
十
分
で
な
い
の
で
努
力
を
お

願
い
し
た
い
。
ウ
ェ
ル
カ
ム
ベ
イ
ビ

ー
制
度
に
フ
ォ
ロ
ー
す
る
対
策
が
必

要
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
乳
児
医
療

助
成
、
児
童
手
当
の
増
額
、
支
給
期

問
の
延
長
等
の
対
策
を
考
え
て
も
ら

い
た
い
。

二
、
島
温
泉
の
運
営
に
つ
い
て
、
本

体
は
十
六
億
八
千
万
円
と
い
う
こ
と

で
す
が
総
事
業
費
が
ど
の
位
に
な
り

ま
す
か
。
ま
た
、
資
金
源
の
内
訳
、

起
債
の
償
還
計
画
、
一
年
間
の
返
済

の
金
額
、
償
還
財
源
の
内
訳
を
伺
ま

す
。
運
営
に
つ
い
て
、
当
初
か
ら
赤

字
が
予
定
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
す

が
赤
字
に
な
っ
た
と
き
の
対
応
は
ど

ヶ
な
っ
て
い
る
の
か
、
税
金
を
穴
埋

め
に
使
う
の
か
伺
ま
す
。

村
長一

、
育
児
環
境
整
備
の
こ
と
で
す
が

中
里
保
育
所
を
平
成
十
年
、
倉
俣
保

育
所
を
平
成
十
一
年
に
建
設
す
る
計

画
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
計
画
に
向
か

　
　
　
　
　
　
　
　
㌦

い
財
政
計
画
を
組
み
な
が
ら
努
力
し

て
い
く
考
え
で
す
。
僻
地
を
認
可
に

し
て
は
ど
う
か
と
い
う
こ
と
で
す
が

今
の
ま
ま
で
続
け
て
も
ら
い
た
い
と

い
う
意
見
が
大
半
で
す
。
今
後
、
保

護
者
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
行
政
と

し
て
十
分
配
慮
し
な
が
ら
進
め
て
い

く
。
ウ
ェ
ル
カ
ム
ベ
イ
ビ
ー
の
ア
フ

タ
ー
フ
ォ
ロ
ー
で
す
が
、
十
万
円
が

適
当
な
金
額
か
は
今
後
検
討
し
て
い

き
ま
す
。
乳
児
の
医
療
費
の
満
一
歳

ま
で
の
医
療
費
は
県
、
村
で
負
担
し

て
い
る
。
現
行
以
上
の
医
療
費
の
助

成
と
な
る
と
村
単
独
と
な
る
の
で
村

独
自
で
検
討
し
て
い
き
ま
す
。
児
童

手
当
で
す
が
国
の
制
度
で
行
っ
て
い

る
。
額
の
増
額
等
は
検
討
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

二
、
株
式
会
社
な
か
さ
と
の
件
で
す

が
、
完
成
し
た
暁
に
は
村
民
の
皆
様

か
ら
ご
利
用
と
い
う
こ
と
で
ご
協
力

願
い
た
い
。
事
務
的
な
面
は
課
長
か

ら
説
明
さ
せ
ま
す
。

　
島
温
泉
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
温

泉
の
み
な
ら
ず
、
周
辺
の
整
備
に
メ

リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
し
た
。
貝
野
川
の

整
備
、
信
濃
川
護
岸
の
嵩
上
げ
な
ど

周
辺
の
整
備
は
活
気
的
で
す
。
温
泉

の
赤
字
の
問
題
で
す
が
開
い
て
み
な

い
と
判
り
ま
せ
ん
。
赤
字
に
な
ら
な

い
よ
う
最
善
の
努
力
を
し
ま
す
。
な

お
、
現
在
、
示
さ
れ
て
い
る
の
が
お

客
十
三
万
人
に
対
し
て
三
千
三
百
万

円
の
赤
字
で
す
。
し
か
し
、
入
湯
税

が
一
千
万
円
、
一
般
会
計
に
繰
入
ら

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
し
、
更

に
国
の
事
業
で
す
の
で
運
営
費
に
つ

い
て
一
千
七
百
万
円
が
交
付
税
と
し

て
交
付
さ
れ
ま
す
。
差
引
五
百
万
か

ら
六
百
万
円
が
赤
字
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。
私
は
、
は
っ
き
り
申
し

上
げ
た
い
。
こ
の
額
が
私
の
責
任
の

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
す
。
一
千
万
か
ら

三
千
万
も
村
の
一
般
会
計
か
ら
出
す

よ
う
で
あ
れ
ば
私
の
責
任
で
あ
り
ま

す
。
私
も
命
懸
け
で
取
り
組
ん
で
い

る
こ
と
を
理
解
し
て
頂
き
た
い
。

開
発
課
長

　
総
事
業
費
は
、
二
十
五
億
円
強
で

す
。
内
訳
と
し
て
本
体
工
事
が
十
七

億
五
千
万
円
、
設
備
備
品
が
一
億
一

千
万
円
、
地
取
得
費
七
千
七
百
四
十

二
万
円
、
敷
地
造
成
費
一
億
一
千
万

円
、
関
係
道
路
費
、
研
究
費
は
七
千

万
円
そ
の
他
と
し
て
、
融
雪
装
置
、

設
計
管
理
、
駐
車
場
、
資
本
金
、
大

型
案
内
版
等
で
三
億
四
千
九
百
万
円

に
な
り
ま
す
。
収
支
計
画
で
す
が
収

入
が
一
億
六
千
三
百
万
、
支
出
が
一

億
八
千
四
百
万
。
入
湯
税
と
消
費
税

が
一
千
二
百
万
円
位
で
赤
字
が
三
千

三
百
万
円
と
な
り
ま
す
が
維
持
管
理

費
に
つ
い
て
交
付
さ
れ
る
の
が
一
千

七
百
万
円
、
入
湯
税
が
一
千
二
百
万

円
で
差
引
き
約
五
百
万
前
後
が
一
般

会
計
か
ら
繰
入
に
な
り
ま
す
。
今
年

度
は
三
千
万
円
の
契
約
で
次
年
度
か

ら
は
三
千
五
百
万
く
ら
い
の
契
約
に

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。
ま
た
、
赤

字
の
場
合
は
議
会
に
重
要
案
件
で
す

の
で
協
議
し
ま
す
し
、
決
算
の
こ
と

も
議
会
に
報
告
し
ま
す
。

総
務
課
長

　
基
金
に
つ
い
て
、
平
成
六
年
度
か

ら
平
成
八
年
度
当
初
見
込
で
三
年
間

の
取
り
崩
し
が
六
億
四
千
三
百
万
円

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
起
債
に
つ
い

て
は
、
地
域
づ
く
り
資
金
と
地
方
債

を
あ
て
、
地
域
づ
く
り
資
金
は
平
成

二
年
、
三
年
、
六
年
と
充
て
ま
し
た
。

こ
の
資
金
の
償
還
は
二
年
据
置
八
年

償
還
で
す
。
地
方
債
に
つ
い
て
は
平

成
六
年
、
七
年
、
八
年
度
見
込
で
計

上
し
、
両
方
の
資
金
の
総
額
は
十
八

億
一
千
四
百
七
十
万
円
を
見
込
ん
で

い
ま
す
。
地
方
債
に
つ
い
て
は
三
年

据
置
の
七
年
償
還
で
す
。
借
入
年
度

が
一
括
で
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
そ
れ

ぞ
れ
の
ピ
ー
ク
時
は
地
域
づ
く
り
資

金
が
平
成
九
年
か
ら
十
二
年
、
一
年

に
一
千
六
百
七
十
七
万
八
千
円
程
度

に
な
り
ま
す
。
地
方
債
の
ピ
ー
ク
は

十
二
年
で
三
億
四
百
万
円
程
度
に
な

り
ま
す
。
両
方
あ
わ
せ
て
の
ピ
ー
ク
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、

時
を
平
成
十
二
年
と
す
る
と
三
億
二

千
万
程
度
の
償
還
と
な
り
ま
す
。
し

か
し
交
付
税
と
し
て
み
て
頂
く
の
が

一
億
六
千
七
百
万
円
、
十
二
年
ピ
ー

ク
に
一
般
財
源
で
一
億
五
千
三
百
万

程
度
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
総
事
業

費
は
基
金
と
起
債
で
二
十
四
億
四
千

万
円
程
度
。
八
年
度
の
道
路
関
係
で

一
般
財
源
に
な
る
か
ど
う
か
わ
か
り

ま
せ
ん
が
過
疎
債
の
適
応
を
得
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
の
事
業
に
つ

い
て
は
で
き
る
だ
け
一
般
財
源
を
抑

え
て
起
債
、
基
金
を
利
用
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

民
生
課
長

　
保
育
所
の
経
費
で
す
が
平
成
八
年

度
計
画
で
は
、
認
可
保
育
所
が
一
四

一
名
措
置
し
て
四
千
四
百
万
の
支

出
、
・
僻
地
保
育
所
は
七
六
人
の
措
置

で
四
千
六
百
万
で
す
。
中
里
保
育
所

十
年
、
倉
俣
保
育
所
を
十
一
年
と
い

う
こ
で
進
め
た
い
。
財
政
等
の
計
画

で
検
討
し
て
い
き
た
い
。

欝
議
員

　
篇
道
幽
小
学
校
磁
つ
騨
て
、
校
区

遜
地
区
驚
の
説
明
会
溺
行
わ
れ
ま
し

瀧
溝
ぞ
の
結
果
を
伺
輪
箆
恥
と
と
も

磁
村
鐸
は
慧
の
様
権
今
後
進
め
て
硲

餐
の
熱
伺
藻
す
。

議
．
特
養
施
設
建
設
騰
つ
麟
て
、
九

類
鷹
建
設
畢
定
と
聞
協
て
麟
諜
す
溺

ぞ
の
設
詳
内
容
は
ど
の
漢
う
癒
も
の

難
撰
瀞
、
当
初
蛋
鞭
床
溺
五
十
床
に

な
っ
た
の
は
、
高
齢
化
が
進
み
収
容

が
多
く
見
込
ま
れ
た
の
か
。
現
況
と

見
通
し
に
つ
い
て
お
聞
き
し
た
い
。

ま
た
、
豪
雪
地
で
あ
る
の
で
一
人
く

ら
し
老
人
を
冬
期
間
収
容
で
き
る
も

の
を
併
設
出
来
な
い
も
の
か
伺
い
ま

す
。

村
長

　
高
道
山
小
学
校
の
統
合
問
題
で
す

が
村
と
し
て
統
合
に
向
け
て
の
方
針

を
延
べ
ま
し
た
。
校
区
の
皆
様
と
話

合
い
も
行
っ
て
き
ま
し
た
。
田
沢
小

学
校
に
入
学
す
る
と
い
う
も
の
が
校

区
の
皆
さ
ん
か
ら
で
て
き
た
。
保
護

者
の
考
え
を
尊
重
し
た
も
の
で
、
一

方
的
に
教
育
委
員
会
が
奨
励
し
て
い

る
か
ら
と
い
う
も
の
で
な
い
の
で
あ

る
。
い
ろ
い
ろ
論
議
を
し
て
方
向
性

を
出
し
た
。
座
談
会
に
で
て
、
感
情

的
な
面
も
あ
る
と
思
い
ま
し
た
。
統

合
は
お
互
い
の
信
頼
関
係
が
完
全
な

回
復
の
形
で
初
め
て
統
合
が
出
来
る

と
思
い
ま
す
。
今
後
も
校
区
の
み
な

さ
ん
と
話
し
合
っ
て
い
き
ま
す
。

二
、
特
養
施
設
は
平
成
九
年
、
十
年

と
い
う
こ
と
で
財
源
等
の
計
画
を
見

な
が
ら
進
め
て
い
る
。
本
年
は
用
地

の
確
保
、
場
所
の
設
定
、
社
会
福
祉

法
人
の
設
立
と
同
時
に
設
計
に
入
ら

な
く
て
は
な
ら
な
い
の
で
準
備
委
員

会
を
設
立
し
、
検
討
の
機
関
と
し
た

い
。
規
模
に
つ
い
て
は
、
三
十
床
を

計
画
し
て
き
ま
し
た
が
、
高
齢
化
の

進
む
中
で
対
応
出
来
な
い
。
県
の
指

導
で
も
五
十
床
と
い
う
こ
と
で
す
。

私
も
五
十
床
の
方
が
良
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
ケ
ア
ハ
ウ
ス
は
い

い
と
は
思
い
ま
す
が
老
人
の
方
い
や

が
る
。
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
ィ
で
カ
バ
ー

で
き
る
。

C
議
員

　
当
間
高
原
リ
ゾ
ー
ト
に
つ
い
て
、

資
本
金
十
億
で
今
年
十
月
オ
ー
プ
ン

と
聞
糖
て
い
る
が
中
里
村
と
し
て
こ

の
リ
ゾ
ー
ト
に
対
し
て
の
取
組
み
を

ど
う
考
え
て
い
る
か
、
ま
た
、
住
民

へ
の
メ
リ
ッ
ト
が
ど
の
よ
う
な
も
の

が
あ
る
か
伺
ま
す
。

二
、
流
雪
溝
に
つ
い
て
、
雪
に
強
い

村
づ
く
り
を
努
力
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
が
水
の
確
保
と
流
雪
溝
の
整
備

急
務
と
思
恥
ま
す
が
考
え
を
伺
ま
す
。

三
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
に
つ
鱒
て
、
村

内
の
若
者
溺
村
に
魅
力
を
感
ぜ
、
定

着
化
促
進
の
た
め
に
屋
外
に
ナ
イ
タ

ー
照
明
付
、
全
天
候
型
コ
ー
ト
ニ
面

位
の
早
期
建
設
都
必
要
と
思
願
ま
す

燃
考
え
を
伺
ま
す
。
ま
た
、
地
域
の

ス
潔
ー
ツ
振
興
の
た
め
村
と
し
て
援

助
や
指
導
溺
必
要
と
思
い
ま
す
が
伺

ま
す
。

村
長

　
当
間
リ
ゾ
ー
ト
に
つ
い
て
、
ア
ク

セ
ス
道
を
村
に
期
待
し
て
い
る
。
中

里
村
が
リ
ゾ
ー
ト
に
期
待
し
て
い
る

こ
と
は
、
宮
中
島
温
泉
に
会
社
が
関

心
を
も
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。
私
も

会
社
に
温
泉
の
法
人
会
員
券
等
の
購

入
の
話
し
し
て
い
る
。
ま
た
、
清
津

峡
、
七
ツ
釜
が
村
に
あ
り
ま
す
の
で

大
い
に
リ
ゾ
ー
ト
に
入
っ
て
く
る
お

客
様
に
運
動
を
展
開
し
て
行
き
た
い
。

ま
た
、
一
人
一
人
の
メ
リ
ッ
ト
に
つ

い
て
は
、
自
分
た
ち
で
利
用
し
て
い

っ
て
も
ら
い
た
い
。

二
、
流
雪
溝
の
整
備
で
す
が
土
地
改

良
と
の
揚
水
を
利
用
さ
れ
て
い
る
。

土
地
改
良
で
は
水
利
権
を
取
得
し
て

い
る
。
村
も
水
利
権
を
取
得
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
で
建
設
省
に
働
き

か
け
た
い
。
国
道
に
つ
い
て
は
、
道

路
が
完
成
次
第
、
同
時
に
で
き
る
よ

う
お
願
い
し
て
あ
る
。
他
の
地
域
に

つ
い
て
も
可
能
な
が
ぎ
り
検
討
し
て

い
く
が
水
利
権
が
先
行
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
で
運
動
を
展
開
し
て
行

く
。三

、
ス
ポ
ー
ツ
の
充
実
と
施
設
整
備

に
つ
い
て
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
人
口
に

比
べ
大
き
な
支
出
に
な
る
な
と
思
い

ま
す
が
、
先
ず
場
所
の
選
定
と
い
う

こ
と
が
検
討
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
可
能
な
限
り
実
現
に
向
け

て
具
体
的
な
検
討
に
入
っ
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

繍
が
。
他
市
町
村
は
前
陶
き
に
考
え

癒
樋
諜
す
。
豪
艶
、
釆
、
野
菜
の
野

付
茄
価
値
の
施
策
が
急
務
を
要
す
る

と
思
義
溺
地
方
の
発
想
に
よ
る
地
方

の
農
業
施
策
を
早
急
磁
行
輪
国
県
に

働
き
か
け
、
面
白
み
、
ゆ
と
婆
、
魅

力
の
農
業
立
村
へ
の
方
陶
付
ぽ
を
ど

う
考
え
て
撚
る
が
伺
ま
す
。

村
長『

農
業
立
村
は
私
の
考
え
で
も
あ
る
。

平
成
六
年
に
大
規
模
乾
燥
施
設
を
作

り
昨
年
稼
働
始
め
た
。
こ
れ
は
魚
沼

米
の
有
利
販
売
を
意
図
と
し
た
施
設

で
あ
る
の
で
有
効
利
用
願
い
た
い
。

や
る
気
農
家
の
育
成
は
倉
俣
、
如
来

寺
が
ほ
と
ん
ど
で
す
が
育
成
し
て
い

る
。
ま
た
、
平
成
九
年
度
か
ら
中
山

間
地
の
総
合
整
備
事
業
を
優
先
的
に

整
備
し
て
い
き
た
い
。
事
業
費
は
十

五
億
程
度
と
な
っ
て
い
ま
す
が
圃
場
、

農
道
等
、
速
や
か
に
手
を
上
げ
意
欲

を
盛
っ
て
い
く
よ
う
な
施
策
を
や
っ

て
い
く
。
独
自
の
施
策
は
、
農
業
組

合
、
農
家
の
皆
さ
ん
が
進
め
て
い
く

こ
と
に
行
政
が
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る

の
が
望
ま
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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進
展
し
て
覇
る
か
伺
諜
演
ゆ

－

蕊
、
圏
域
六
高
校
で
平
成
七
年
度
の

卒
業
盤
が
繍
〇
六
瓶
名
灘
聞
猟
驚
麟

る
、
内
六
六
九
名
雌
転
出
し
で
憐
る

蓬
の
現
実
を
ど
う
と
ら
毘
る
の
か
、

最
重
要
課
題
は
特
奮
あ
る
高
校
以
血

の
高
等
教
育
機
関
の
設
立
態
思
う
離

村
長
の
考
え
を
伺
輪
た
隔
。

三
、
畿
灘
ー
新
潟
理
想
プ
灘
ン
の
推

進
地
域
の
指
定
を
受
け
海
と
伺
糠
饗

お
り
蜜
す
瀞
そ
の
事
業
内
容
と
縄
文

の
墨
づ
く
9
構
想
が
ど
う
推
進
さ
れ

て
恥
る
か
伺
ま
す
。

四
、
，
人
材
育
成
に
職
員
の
相
互
派
遣

に
つ
恥
て
で
す
が
火
事
の
交
流
等
ど

う
考
え
て
糖
る
か
伺
象
す
。

五
、
麗
内
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
設
置
が

村
民
の
健
康
増
進
対
策
と
し
て
必
要

で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
冬
期
間
の
仕

育
施
設
の
充
実
は
村
民
の
願
樋
で
あ

る
と
思
い
ま
す
。
特
養
施
設
の
地
下

で
併
設
が
で
き
な
い
も
の
か
検
討
願

い
た
い
。
こ
れ
か
ら
の
施
設
利
用
の

な
か
で
出
来
な
い
も
の
か
伺
ま
す
。

村
長一

、
広
域
行
政
に
つ
い
て
、
六
市
町

村
で
進
め
て
い
る
。
圏
域
で
何
が
必

要
か
、
何
を
や
る
べ
き
か
と
い
う
こ

と
を
八
年
度
各
市
町
村
か
ら
出
向
さ

せ
る
職
員
が
そ
の
準
備
を
進
め
て
い

く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

二
、
高
等
機
関
の
誘
致
で
す
が
、
定

着
化
の
手
法
と
し
て
高
等
機
関
の
設

置
が
必
要
と
い
う
こ
と
で
郡
市
に
高

等
教
育
機
関
誘
致
推
進
協
議
会
が
組

織
さ
れ
て
い
る
。
協
議
会
の
な
か
で

は
観
光
大
学
を
進
め
て
い
こ
う
と
検

討
し
て
い
ま
す
。
大
学
が
出
き
る
よ

う
に
積
極
的
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
が
枠
が
有
り
ま
す
の
で
今
後
も

運
動
展
開
し
て
行
き
ま
す
。

三
、
ニ
ュ
ー
に
い
が
た
里
創
プ
ラ
ン

は
地
域
の
活
性
化
を
狙
っ
た
構
想
で

す
。
縄
文
の
里
づ
く
り
り
構
想
は
遺

跡
を
利
用
し
、
体
験
さ
れ
る
施
設
が

ど
の
よ
う
な
も
の
か
と
話
し
た
。
圏

域
と
し
て
は
、
別
々
の
特
色
有
る
も

の
を
作
っ
て
い
く
と
の
こ
と
で
す
。

四
、
職
員
の
相
互
派
遣
で
す
が
、
官

庁
よ
り
も
民
間
の
交
流
が
よ
り
一
層

資
質
の
向
上
に
寄
与
さ
れ
る
も
の
で

は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
後

積
極
的
に
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

五
、
全
天
侯
型
の
も
の
を
作
っ
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い

ま
す
が
財
政
面
と
の
絡
み
も
あ
り
ま

す
の
で
今
後
検
討
し
て
い
く
。
特
養

施
設
等
に
併
設
は
と
い
う
こ
と
で
す

が
難
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
が
今
後

検
討
し
て
い
ま
す
。

F
議
員

　
8
年
度
の
生
産
調
整
に
つ
い
て
、

あ
ま
り
に
も
多
い
減
反
配
分
で
農
家

が
納
得
す
る
の
か
ど
う
か
、
達
成
を

避
け
て
通
れ
な
い
以
上
控
除
面
積
や

地
域
闘
調
整
と
も
補
償
等
徹
底
し
た

究
明
を
行
い
。
ま
た
、
他
の
予
算
か

ら
互
駒
会
制
を
も
っ
て
も
ら
鱒
達
成

農
家
に
助
成
金
を
出
し
た
ら
ど
う
か

考
え
を
伺
ま
す
。

村
長

　
今
年
度
一
六
五
。
五
七
ヘ
ク
タ
ー

ル
の
割
当
が
有
り
ま
し
た
。
こ
の
面

積
が
消
化
で
き
る
の
か
ど
う
か
厳
し

い
と
い
う
の
が
私
の
実
感
で
す
。
農

家
の
皆
さ
ん
が
対
処
し
て
頂
け
る
の

か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
お
願
い
す
る
し

か
な
い
。
要
望
の
中
に
目
的
達
成
の

農
家
に
助
成
金
を
出
し
て
は
ど
う
か

と
い
う
こ
と
で
す
が
、
こ
れ
は
考
え

て
い
な
い
。
農
家
の
皆
さ
ん
に
説
明

を
し
て
理
解
し
て
頂
く
◎

G
議
員

　
生
産
調
整
の
配
分
を
達
成
し
な
い

と
補
助
事
業
等
が
優
先
さ
れ
な
い
と

い
う
こ
と
で
す
が
こ
れ
は
事
実
か
ど

う
か
。
転
作
の
場
合
ど
の
よ
う
な
も

の
を
栽
培
し
た
ら
よ
い
か
相
談
相
手

と
な
り
指
導
す
る
よ
う
な
機
関
が
必

要
と
思
い
ま
す
が
考
え
を
伺
い
ま
す
。

基
幹
産
業
で
あ
る
と
い
え
る
農
業
施

策
を
確
立
し
、
転
作
地
を
生
産
性
の

あ
る
農
地
と
し
て
管
理
し
て
ゆ
く
べ

き
と
思
い
ま
す
が
考
え
を
伺
ま
す
。

村
長

　
達
成
さ
れ
な
い
場
合
の
補
助
事
業

で
す
が
、
優
先
順
位
が
付
け
ら
れ
る

と
聞
い
て
い
ま
す
。
転
作
す
る
場
合
、

何
を
作
付
け
す
れ
ば
い
い
の
か
が
問

題
で
あ
る
。
転
作
作
物
は
何
が
い
い

か
と
い
う
こ
と
で
観
光
に
利
用
し
て

い
く
の
も
一
つ
の
考
え
で
特
に
そ
ば

と
い
う
の
が
こ
の
ま
れ
て
い
る
。
有

利
作
物
を
作
っ
て
い
る
農
家
も
あ
る

が
大
部
分
が
決
め
手
と
な
る
作
物
が

な
い
。
転
作
田
を
有
効
に
利
用
す
る

の
は
花
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
取

り
組
ん
で
頂
き
た
い
。

H
議
員

　
克
雪
対
策
に
つ
い
て
、
中
里
村
懸

も
地
域
防
雪
体
制
整
備
事
業
、
家
屋

周
辺
等
雪
処
理
対
策
事
業
を
取
簗
上

げ
て
は
ど
う
か
と
い
う
こ
と
で
す
。

年
々
道
路
延
長
さ
れ
て
い
ま
す
が
自

宅
か
ら
幹
線
道
路
ま
で
1
0
0
メ
ー

ト
ル
～
1
5
0
メ
ー
ト
ル
を
自
力
で

除
雪
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
、
克
雪
あ

っ
て
の
利
雪
、
親
雪
だ
と
思
い
ま
す
。

国
県
の
事
業
を
活
用
し
て
克
雪
対
策

を
行
う
こ
と
が
課
題
と
思
う
が
伺
い

た
い
。

二
、
地
方
分
権
と
行
政
改
革
に
つ
い

て
、
村
で
も
行
政
大
綱
が
も
う
す
ぐ

ま
と
ま
る
と
聞
い
て
い
ま
す
が
補
助

金
、
国
保
税
、
保
育
、
浄
水
、
下
水

な
ど
各
種
料
金
、
官
々
接
待
、
民
間

委
託
、
定
員
管
理
、
行
政
の
広
域
か

第
三
セ
ク
タ
ー
な
ど
に
つ
い
て
ど
の

よ
う
な
行
政
改
革
を
考
え
て
い
る
の

か
伺
ま
す
。

村
長

一
、
克
雪
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、

綿
密
な
計
画
の
中
で
対
応
し
て
い
る

わ
け
で
す
が
、
集
中
豪
雪
の
時
は
ま

だ
、
足
ら
な
い
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
の

で
こ
の
教
訓
を
活
か
し
て
更
な
る
も

の
に
し
て
い
き
た
い
。
考
え
ら
れ
る

の
は
、
小
型
除
雪
機
械
だ
と
思
い
ま

す
。
小
型
除
雪
機
を
共
同
で
購
入
し

た
場
合
、
4
0
％
の
県
の
補
助
が
得
ら

れ
る
。
こ
の
よ
う
な
対
応
で
地
域
の

皆
さ
ん
が
出
来
る
と
思
い
ま
す
の
で

こ
の
事
業
を
進
め
て
い
く
こ
と
も
必

要
と
思
っ
て
い
ま
す
。
平
成
7
年
度

克
雪
住
宅
補
助
は
五
〇
戸
、
内
三
七

戸
が
県
に
該
当
、
残
り
一
四
戸
に
つ

い
て
は
村
単
独
で
行
っ
て
お
り
ま
す
。

平
成
8
年
度
は
四
五
戸
を
予
定
し
て

い
る
。

二
、
行
革
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ス
リ

ム
化
し
て
地
域
の
住
民
の
方
々
に
サ

ー
ビ
ス
す
る
の
が
本
質
な
の
で
す
。

具
体
的
に
は
、
補
助
金
は
団
体
育
成
、

事
業
、
村
の
行
う
事
務
委
託
な
ど
あ

り
ま
す
。
各
種
料
金
に
つ
い
て
は
、

必
要
最
小
限
に
料
金
を
抑
え
て
お
き

た
い
。
食
糧
費
に
つ
い
て
は
二
〇
％

の
削
減
を
行
っ
た
。
村
長
交
際
費
で

す
が
百
八
十
万
か
ら
百
五
十
万
に
削

減
し
ま
し
た
。
民
間
委
託
、
行
政
事

務
の
近
代
化
、
効
率
化
と
い
う
こ
と

で
委
託
の
可
能
性
を
あ
ら
い
だ
し
て

ゆ
く
。
定
員
管
理
は
行
政
改
革
で
は

避
け
て
通
れ
な
い
。
少
数
精
鋭
で
職
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員
に
頑
張
っ
て
も
ら
う
次
第
で
す
。

ー
議
員

　
国
道
1
1
7
号
線
の
改
良
が
な
か

な
か
行
わ
れ
な
い
が
歩
道
、
除
雪
等

が
大
変
で
あ
る
完
成
見
通
し
に
つ
い

て
伺
い
た
い
、
街
灯
が
撤
去
さ
れ
て

か
ら
数
年
た
っ
て
い
る
わ
け
で
す
が
、

商
店
街
ら
し
く
な
く
不
便
を
感
じ
て

い
る
、
商
店
街
ら
し
い
街
灯
を
強
く

要
望
し
た
い
。
流
雪
溝
に
つ
い
て
も
、

立
派
な
水
路
が
で
き
ま
し
た
。
水
利

権
等
の
問
題
が
有
る
よ
う
で
す
が
十

分
審
議
し
て
頂
き
水
を
流
し
て
頂
き

た
い
◎
山
崎
バ
ス
停
の
ト
イ
レ
に
つ

い
て
、
環
境
の
問
題
が
有
り
ま
す
が

出
来
る
限
り
早
く
設
置
し
て
も
ら
い

た
恥
が
考
え
を
伺
ま
す
。

二
、
騨
じ
め
に
つ
い
て
、
中
里
村
も

行
政
、
村
民
が
一
丸
と
な
っ
て
い
じ

め
を
な
く
し
、
明
る
く
楽
し
い
教
育

の
現
場
に
し
無
け
れ
ば
な
ら
な
恥
と

思
鱒
瑛
す
が
ム
ス
未
解
決
の
も
の
が

あ
る
か
、
あ
る
と
す
れ
ば
現
在
の
状

態
は
ど
う
か
、
新
た
な
流
れ
は
無
い

が
伺
諜
す
、

村
長

　
当
初
計
画
で
は
改
良
が
完
了
す
る

予
定
で
あ
っ
た
、
県
は
用
地
交
渉
が

完
結
し
た
部
分
か
ら
改
良
を
行
う
と

い
っ
て
い
ま
す
の
で
、
関
係
の
皆
様

に
御
協
力
を
得
な
が
ら
行
っ
て
い
き

た
い
。
完
成
に
つ
い
て
は
、
平
成
九

年
、
と
も
す
る
と
十
年
に
ず
れ
こ
む

可
能
性
も
有
り
ま
す
が
早
期
に
完
成

す
る
よ
う
努
力
し
ま
す
。
街
灯
に
つ

い
て
も
商
店
街
の
協
力
を
得
な
が
ら

整
備
し
た
い
。
流
雪
溝
も
完
備
し
ま

す
の
で
水
利
権
の
確
保
に
努
力
し
た

い
。
バ
久
停
の
ト
イ
レ
の
問
題
で
す

が
あ
の
地
域
は
道
路
の
本
工
事
が
ま

だ
で
き
て
い
な
い
。
ト
イ
レ
を
作
る

に
は
そ
の
周
辺
の
方
々
の
意
見
を
聞

き
な
が
ら
設
置
を
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

教
育
長

　
い
じ
め
に
つ
い
て
、
継
続
中
の
も

の
が
若
干
あ
り
ま
す
。
中
学
校
、
小

学
校
に
一
件
づ
つ
で
す
。
い
じ
め
て

い
る
方
、
い
じ
め
ら
れ
て
い
る
方
で

の
考
え
方
が
違
う
の
で
す
。
学
校
と

は
連
絡
を
密
に
し
て
い
ま
す
し
、
学

校
の
先
生
方
全
員
で
話
し
、
家
庭
と

連
絡
を
取
り
、
児
童
相
談
所
等
の
指

導
等
を
受
け
て
い
る
。
新
規
な
も
の

は
有
り
ま
せ
ん
。
解
決
済
み
の
も
の

は
万
全
に
注
意
を
し
て
い
ま
す
が
特

に
動
き
は
見
ら
れ
ま
せ
ん
。

」
議
員

　
二
七
号
線
に
っ
い
て
、
歩
道
、

街
路
等
、
モ
ニ
払
メ
ン
ト
、
当
村
イ

メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
の
た
め
の
も
の
が
説

明
さ
れ
て
縢
な
恥
淋
ど
の
よ
う
嶽
も

の
か
、
七
川
、
溝
津
鮒
へ
の
流
雪
溝

流
末
の
整
備
が
不
十
分
と
思
う
溺
そ

の
改
良
に
つ
騨
て
も
お
願
い
し
た
恥
。

　
三
五
三
号
線
に
つ
恥
て
、
三
七

号
交
差
点
か
ら
信
濃
川
方
面
の
道
路

で
す
が
未
だ
に
方
線
の
決
定
が
さ
れ

て
い
な
い
。
現
状
の
ま
ま
放
置
す
る

と
虫
く
い
状
態
に
な
り
ま
す
。
方
線

さ
え
で
き
れ
ば
虫
く
い
は
避
け
ら
れ

る
と
思
い
ま
す
の
で
見
通
し
は
ど
う

で
す
か
。
ま
た
、
駅
通
り
の
改
良
に

つ
い
で
も
お
聞
き
し
た
い
。
十
二
峠

新
ト
ン
ネ
ル
に
関
し
て
の
進
め
方
に

つ
い
て
伺
ま
す
。

二
、
七
ツ
釜
災
害
に
よ
り
大
規
模
の

工
事
が
行
わ
れ
ま
す
が
下
流
が
あ
れ

る
恐
れ
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
ど
の

よ
う
な
対
策
を
取
る
の
か
伺
ま
す
。

三
、
業
務
管
理
の
効
率
的
な
運
用
、

職
員
に
更
に
や
る
気
を
起
こ
し
て
頂

く
合
理
的
、
近
代
的
な
組
織
、
運
用

の
し
か
た
制
度
を
導
入
す
る
考
え
方

が
あ
る
か
伺
ま
す
。

村
長

　
方
線
に
つ
い
て
は
干
溝
ま
で
の
も

の
は
あ
り
ま
す
が
公
表
さ
れ
て
な
い
。

住
宅
を
作
る
場
合
は
そ
の
方
線
を
避

け
て
も
ら
い
た
い
と
お
願
い
し
て
い

る
。
村
道
で
あ
る
が
国
道
の
計
画
も

あ
る
の
で
苦
慮
し
て
い
る
。
促
進
す

る
た
め
に
は
用
地
先
行
と
い
う
こ
と

で
す
の
で
方
線
に
し
た
が
っ
た
用
地

の
取
得
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
県
に

対
し
て
田
中
ま
で
の
間
の
整
備
を
運

動
し
て
い
ま
す
。
駅
通
り
に
つ
い
て

は
国
道
で
あ
り
、
県
道
で
も
あ
る
国
、

県
に
早
急
の
整
備
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。
新
ト
ン
ネ
ル
に
つ
い
て
は
、

早
期
期
成
同
盟
会
が
あ
り
ま
す
。
ト

ン
ネ
ル
に
着
工
し
て
も
十
数
年
か
か

り
ま
す
。
そ
の
間
あ
の
道
で
良
い
の

か
と
い
う
問
題
も
生
じ
ま
す
で
改
良

を
完
成
し
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
で
今
の
改
良
と
並
行
し
て
運

動
し
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
こ
と
で

賛
同
を
頂
い
て
い
る
。

二
、
七
ツ
釜
の
復
旧
工
事
で
す
が
、

釜
川
の
本
川
を
締
切
、
掘
削
現
場
を

バ
イ
パ
ス
し
て
下
流
へ
流
す
の
で
川

を
汚
す
こ
と
は
無
い
。
ま
た
、
沈
殿

池
を
作
り
土
砂
が
下
流
に
で
な
い
よ

う
に
す
る
な
ど
下
流
に
被
害
を
及
ぼ

さ
な
い
工
法
で
行
う
と
話
し
が
あ
っ

た
。
尚
、
工
事
に
よ
り
フ
ィ
ッ
シ
ン

グ
パ
ー
ク
が
延
長
さ
れ
る
運
び
と
な

り
ま
す
。

三
、
出
張
旅
費
、
接
待
費
の
不
正
支

出
に
つ
い
て
は
不
正
、
問
題
に
な
る

と
こ
ろ
は
有
り
ま
せ
ん
し
、
懸
念
さ

る
よ
う
な
支
出
は
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

出
張
命
令
に
つ
い
て
は
、
収
入
役
か

ら
チ
ェ
ッ
ク
し
て
頂
く
よ
う
に
し
た

い
。
皆
さ
ん
の
心
配
な
さ
ら
な
い
よ

う
万
全
を
期
し
て
い
き
た
い
。
食
糧

費
に
つ
い
て
は
極
力
抑
え
、
チ
ェ
ツ

ク
を
厳
密
に
行
い
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

K
議
員

　
減
少
し
つ
づ
け
る
村
人
口
に
つ
い

て
、
近
年
は
減
少
率
は
減
っ
て
き
て

い
ま
す
が
減
少
を
続
け
て
恥
る
。
ソ

フ
ト
面
の
開
発
、
ウ
ェ
ル
カ
ム
ベ
イ

ビ
ー
資
金
の
増
額
を
強
く
お
願
輪
し

た
い
。
そ
の
た
め
に
、
県
、
国
に
も

応
分
の
お
金
を
出
し
て
頂
く
よ
う
要

望
し
て
も
ら
い
た
い
。
行
政
だ
け
驚

な
く
、
村
民
の
広
い
英
知
結
集
し
て

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
図
り
、
交
流
を
し
、

本
気
に
な
っ
て
考
え
て
も
ら
い
滝
い

が
考
え
を
伺
ま
す
。

村
長

　
人
口
が
減
っ
て
い
る
の
が
現
状
で

す
。
歯
止
め
の
方
策
と
し
て
、
村
は

農
業
と
観
光
等
を
中
心
と
し
て
進
め

て
い
ま
す
。
今
日
進
め
て
い
る
事
業

が
そ
の
一
端
で
な
い
か
と
思
っ
て
い

ま
す
。
皆
さ
ん
が
魅
力
を
盛
っ
て
住

ん
で
頂
け
る
も
の
に
な
ら
無
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
今
日
U
タ
ー
ン
が
増
え

て
き
て
い
る
。
U
タ
ー
ン
し
て
く
れ

る
人
に
失
望
を
与
え
て
は
な
ら
な
い
。

人
口
の
増
運
動
に
つ
い
て
、
民
間
の

み
な
さ
ん
と
論
議
を
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
時
期
に
き
て
い
る
。

行
政
全
般
に
つ
い
て
、
民
間
の
皆
さ

ん
の
意
見
を
聞
く
機
関
と
し
て
モ
ニ

タ
ー
制
度
は
い
か
が
か
と
考
え
て
い

ま
す
。

平成8年4月10日広報なかさと9



〈
メ
モ
リ
ー
花
火

一
万
四
千
人
が

　
　
雪
原
力
ー
ニ
パ
ル
に

　
ヴ
ィ
・
リ
ゾ
ー
ト
中
里
雪
原
力
ー

ニ
バ
ル
が
3
月
9
日
・
1
0
日
と
上
越

国
際
清
津
ス
キ
ー
場
で
行
わ
れ
、
二

日
間
で
一
万
四
千
人
の
観
客
が
訪
れ

楽
し
み
ま
し
た
。
今
年
の
ス
ノ
ー
キ

ャ
ン
ド
ル
は
三
万
本
が
道
路
沿
線
と

雪
原
に
設
置
さ
れ
点
灯
さ
れ
ま
し
た

が
時
よ
り
降
る
強
い
雪
に
灯
が
消
え

て
し
ま
う
キ
ャ
ン
ド
ル
も
あ
り
、
大

変
残
念
で
し
た
が
観
客
、
ス
タ
ッ
フ

が
一
緒
に
な
っ
て
次
々
と
キ
ャ
ン
ド

ル
に
点
灯
し
て
ゆ
く
場
面
は
す
ば
ら

し
い
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

5知o躍」勉LO
轟

も

レ
ス
ノ
ー
キ
ャ
ン
ド
ル
に
　
カ
・
ン
・
ゲ
・
キ

画

9

〈
盛
り
上
が
っ
た
八
ッ
ピ
ー
ア
タ
ツ
ク

〈
す
ぱ
ら
し
い
津
軽
三
味
線

鞘卜
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〈
フ
ー
ッ
　
ま
ん
ぞ
く

薯
竃
蔑
義
粟

毒　騨

　
　
　

　
　
鞭
，

》
ド
ッ
ヂ
ボ
ー
ル

塗
継

誕
嚢

　　　　　　　　　璽

　　　　　　　鯵　　　　難
　　簸

さ
あ
こ
い
〃
　
　
》
力
が
入
り
ま
す

編
灘
毒
欝

繍翻
轟
羅

　
　
　
　

｝
圏
㎜

鹸
囎
、

，
麗
難難

、
鰯
灘

　
ぬ

，
鱒
鰭
灘

霞
瓢

　
羅

熱

》
す
ば
ら
し
い
踊
を
披
露

騨

誕巌
　　撫轟
　■　，　，　■　■　一　甲　』　　F　．　『　』　　　　　F　『

　『　』

爆

欝鐸鞭

　
、
響
欝
　
　
鍵

麟
麗
．

、
奎
鞭

雪
の
食
文
化
の
れ
ん
街
も
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
〃

、
燕
遡

鰻
獺

鯉　
鍵
　
蜜

　
擁
¢

・
鱗

鹸

嚢騨認
　ドヤ　A！　　　・

〉
楽
し
か
っ
た
…
…
？

　
　
う
ん
、
楽
し
か
っ
た
／

謬
§
蜜
箋

　　避鰹ぎ

タ樽舞一鍵欝

覇覇闘
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騰
撒

鰐・
冨

をありがと思い
清溝

　
清
津
峡
小
学
校
土
倉
分
校
が
3
月
31
日
を
も

っ
て
閉
校
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
閉
校
記
念
式

典
が
3
月
2
7
日
、
地
元
住
民
、
教
職
員
、
関
係

機
関
、
そ
し
て
児
童
二
名
が
出
席
し
て
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
山
本
村
長
の
式
辞
、
藤
田
教
育

委
員
長
、
鈴
木
清
津
峡
小
学
校
長
の
挨
拶
、
斎

■
木
議
会
議
長
、
小
林
教
育
振
興
副
会
長
の
来
賓

挨
拶
が
そ
れ
ぞ
れ
行
わ
れ
、
続
い
て
山
本
村
長

よ
り
土
倉
、
倉
下
、
両
区
に
感
謝
状
の
贈
呈
を

行
い
ま
し
た
。

　
土
倉
分
校
在
校
生
の
関
沢
努
君
と
南
雲
絵
美

ち
ゃ
ん
が

　
「
土
倉
分
校
で
学
ん
だ
こ
と
を
も
と
に

　
一
生
懸
命
が
ん
ば
り
ま
す

　
こ
れ
か
ら
も
私
た
ち
を

　
見
守
っ
て
く
だ
さ
い

　
土
倉
分
校
　
さ
よ
う
な
ら

　
土
倉
分
校
　
さ
よ
う
な
ら
」

と
掛
け
合
い
で
お
別
れ
の
言
葉
を
述
べ
校
歌
を

全
員
で
声
高
ら
か
に
歌
い
、
最
後
に
校
名
板
が

清
津
峡
小
学
校
長
か
ら
山
本
村
長
に
返
納
さ
れ

式
典
を
終
了
し
ま
し
た
。

門

〃“

▼校名板が返納される▼最後の児童となった努君と絵美ちゃん

講1避畷羅璽竃鍵i嚢

　　　　　　土倉分校の歩み
明治15年l　l月　田沢校附属小角校出倉派出場とも薫開絞

　　35年1閉　高遊山尋常小学絞ま倉分教場に改称

大正3年l　l月　校舎新築

昭和35藷4月　溝薄峡小学校出倉分糠と改称

　　37年4月　校歌制定

　　4騨翻1月　校舎新築

　　54年l　l月　校舎増築

　　58年8月　体育館床張替・グランド鉱張誕事

　　60年12月　普通教室床張替

平成2年　　　村学習指導会研究発表会・授業公開

　　7年8月　闘校記念石碑除幕

　　8年3漏　闘校詑念戴難

　　　　　　　鶉鴇溝薄峡継学絞幽倉分絞闘糠
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別
れ
、
そ
し
て
出
合
い

在
校
生
、
保
護
者
、

　
　
先
生
に
見
送
ら
取

　
　
　
　
　
　
母
校
に
別
爪

　
3
月
1
2
日
、
中
里
中
学
校
の
卒
業

証
書
授
与
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
卒
業
生
は
、
式
終
了
後
、
三
年
間

通
っ
た
母
校
と
の
別
れ
を
惜
し
み
な

が
ら
、
校
門
の
両
脇
に
な
ら
ん
だ
後

輩
、
保
護
者
、
先
生
に
花
束
を
手
渡

さ
れ
た
り
、
握
手
を
行
っ
た
り
、
時

に
は
後
輩
か
ら
胴
上
げ
を
さ
れ
た
り

し
て
い
ま
し
た
。
卒
業
生
は
、
こ
の

瞬
間
に
よ
り
い
っ
そ
う
三
年
間
の
思

い
出
を
か
み
し
め
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　
一
兀
β
丸
い
）
ぱ
い
の

　
　
　
　
小
学
新
一
年
生

　
村
内
小
学
校
の
入
学
式
が
4
月
5

日
一
斉
に
各
小
学
校
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
平
成
8
年
度
、
入
学
し
た
児
童

数
は
八
十
五
人
（
田
沢
四
十
九
人
、

貝
野
十
人
、
倉
俣
十
四
人
、
高
道
山

七
人
、
清
津
峡
五
人
）
で
す
。

　
少
し
不
安
も
あ
り
、
で
も
元
気
い

っ
ぱ
い
、
そ
し
て
希
望
に
満
ち
た
顔

を
拝
見
で
き
ま
し
た
。

「
ラ
ン
ド
セ

新
入
児
童
に
贈
呈

　
中
里
村
交
通
安
全
協
会
（
会
長
石

沢
義
雄
）
で
は
、
三
月
十
九
日
、
上

原
教
育
長
に
今
春
新
入
学
と
な
る
小

学
一
年
生
の
登
下
校
時
の
交
通
安
全

に
や
く
だ
て
て
も
ら
え
れ
ば
と
、
黄

色
の
「
ラ
ン
ド
セ
ル
カ
バ
ー
と
傘
」

八
十
五
人
分
を
寄
贈
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
交
通
弱
者
へ
の
交
通
安
全

活
動
の
一
環
と
し
て
毎
年
贈
っ
て
い

　oσσ
o

1oo

。Ψ
　q

ル
カ
バ
ー
と
傘
」
を

る
も
の
で
今
年
で
＋
五
年
に
な
り
ま

す
。　

石
沢
会
長
は
「
春
の
交
通
安
全
運

動
が
四
月
六
日
か
ら
は
じ
ま
り
ま
す

が
、
運
転
者
そ
し
て
地
域
の
方
々
か

ら
注
意
を
は
ら
っ
て
い
た
だ
き
、
幼

い
子
供
た
ち
を
交
通
事
故
か
ら
守
っ

て
も
ら
い
た
い
」
と
述
べ
ら
れ
ま
し

た
。　

樋
口
正
次
中
里
村
消
防
団
長
が
消

防
長
官
賞
功
労
章
を
受
賞
さ
れ
、
3

月
0
日
、
東
京
に
お
い
て
授
章
式
が

行
わ
れ
出
席
さ
れ
ま
し
た
。

　
樋
口
団
長
は
昭
和
2
7
年
4
月
1
日

に
消
防
団
員
と
し
て
入
団
以
来
、
分

団
長
、
副
団
長
を
経
て
昭
和
6
0
年
4

月
1
日
よ
り
村
消
防
団
長
と
し
て
活

躍
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
賞
は
こ

の
間
の
消
防
、
災
害
等
に
対
す
る
誠

意
が
認
め
ら
れ
表
彰
さ
れ
た
も
の
で

す
。
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　　　　　　宮中島温泉施設『ミオンなかさと』

　　　　　　　会員及び宿泊仮予約受付中

　平成8年7月18日にオープンします「ミオンなかさと」の会員事前

申込みと宿泊予約（H8．7．18～H9．1．31）の受付を行っております。

村民の皆様のこ利用を心よりお待ちしております。

，料金については下記のとおりです。

◆会　　員（1年間はつらつコースでの利用ができます。）

灘難灘藁難；灘鐡懸

年会費　30，000円 年会費　20，000円

◆宿泊料金（お1人様）

灘鶴嚢鞠鶴…iil

大人1名 10，000円 11，000円 12，000円

大人2名 9，500円 10，000円 11。000円

大人3名 9，000円 9，500円 10，000円

大人4名 8，500円 9，000円 10，000円

子供料金 5，000円 6，000円 7，000円

・大人は中学生以上をいいます。

・子供は3歳以上小学生までです。

・休日料金は、土曜日、祝日の前日に宿泊する場合に適用します。

・特定日料金は、施設側が特定した4月29日～5月5日まで、8月13

　日～8月16日まで、12月30日～1月3日までをいいます。

・水曜日、木曜日は宿泊営業を休ませていただ考ます。

◆施設利用料金

・じよんのびコース【スパ（温泉）施設利用料L

灘灘簸灘i…鐵…霧i

じょんのびAコース 400円 200円
じよんのびBコース 600円 400円 バスタオル十フエイスタオル

じょんのびGコース 900円 700円
バスタオル十フェイスタオル

＋館内ウェア

・はつらつコース【バーデ（プール）＋スパ施設利用料】

鎌鱗鍵欝
はつらつAコース 1，200円 600円
はつらつBコース 1，400円 800円 バスタオル＋フェイスタオル

はつらつGコース 1，700円 1，100円
バスタオル十フエイスタオル

＋館内ウエア

今回会員の事前申込みざれた方には、6月10日以降に本申込みの手続

き及び料金の払込み手続きを取らせていただきます。

　会食、団体のお客様の予約は6月10日より受付開始いたします。

◆申込み先　株式会社なかさと（中里村役場内〉まで

　　　　　　電話又はFAXで申込み下さい。

　　　　　　奮63－48璽1　FAX63－4747
◆受付時間　平日醐8二30～剛5100

お
年
寄
り
を
交
通
事
故
か
ら
守
り
ま
し
よ
う

長
寿
社
会
セ
ー
フ
テ
ィ
な
か
さ
と
・
シ
ル
パ
ー
作
戦

期
間
　
四
月
一
日
～
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

　
十
日
町
警
察
署
と
村
交
通
安
全
対

策
協
議
会
で
は
、
お
年
寄
り
を
交
通

事
故
か
ら
守
る
た
め
、
上
村
病
院
か

ら
半
径
五
百
メ
ー
ト
ル
を
、
セ
ー
フ

テ
ィ
ゾ
ー
ン
に
指
定
し
そ
の
地
域
を

重
点
に
総
合
的
な
安
全
対
策
を
講
じ

る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
県
内
に
お
け
る
交
通
事

故
に
よ
る
高
齢
死
者
数
が
、
百
十
五

人
で
全
死
者
数
の
四
割
を
占
め
、
こ

の
高
齢
者
事
故
の
約
六
十
八
％
が
歩

行
者
と
自
転
車
乗
車
中
の
被
害
事
故

で
あ
り
、
そ
の
約
八
割
が
高
齢
者
の

自
宅
か
ら
半
径
五
百
メ
ー
ト
ル
以
内

の
地
点
で
発
生
し
て
い
る
こ
と
か
ら

高
齢
者
事
故
の
多
発
が
予
想
さ
れ
る

地
域
（
セ
ー
フ
テ
ィ
ゾ
ー
ン
）
を
指

定
し
安
全
対
策
を
実
施
す
る
も
の
で

す
。

対
策
の
概
要

★
高
齢
者
事
故
多
発
時
間
帯
に
お
け

　
る
交
通
取
締
り
等
街
頭
活
動
の
実

　
施

★
ゾ
ー
ン
居
住
高
齢
者
、
家
族
に
対

　
す
る
個
別
指
導
の
実
施

★
高
齢
者
に
優
し
い
町
づ
く
り
活
動

　
の
推
進

義
慈
難
灘
榮
雛
㎝
絶
、
ζ

方
議
懲
雛
饗
数
墜
響

・
受
講
顛
叢
薬
欄

　
食
生
活
改
善
指
導
者
を
養
成
し
、

地
域
の
食
生
活
改
善
や
健
康
づ
く
り

等
、
住
民
の
積
極
的
な
健
康
増
進
を

図
り
ま
す
。

◆
セ
ミ
ナ
ー
目
程

　
5
月
1
0
日
㈱
　
　
5
月
3
0
日
㈱

　
6
月
1
9
日
㈱
　
　
7
月
4
日
㈲

　
7
月
2
4
日
㈱
　
　
8
月
2
2
日
㈱

　
9
月
2
0
日
㈱
　
　
1
0
月
2
1
日
㈲

　
1
1
月
1
3
日
㈱
　
　
1
2
月
11
日
㈱

◆
時
間
全
日
程

　
　
　
午
前
9
時
3
0
分
か
ら

　
　
　
　
　
　
午
後
3
時
頃
ま
で

◆
会
場
　
十
日
町
保
健
所

◆
経
費
　
実
習
材
料
費
と
し
て

　
　
　
　
　
　
一
人
三
〇
〇
〇
円

◆
終
了
証
書

　
　
　
修
了
者
に
は
保
健
所
長
、

　
　
村
長
連
名
の
終
了
証
書
を
交

　
　
付
し
ま
す
。

◆
申
込
及
び
問
い
合
わ
せ
先

　
　
役
場
民
生
課
保
健
衛
生
係
ま
で

14



海
義
課
簗
馨
糠
・

　
　
　
　
　
　
・
嚢
難
醗
獣
．
集

◆
受
付
期
間

　
　
平
成
8
年
4
月
1
5
日
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
4
月
2
3
日

◆
採
用
予
定
数
　
約
八
十
名

◆
受
験
資
格

　
　
昭
和
4
7
年
4
月
2
日
以
降
に
生

　ま

れ
た
も
の
で
次
に
掲
げ
る
も
の

　
『
、
高
等
学
校
を
卒
業
し
た
も
の

　
　
及
び
平
成
8
年
9
月
ま
で
に
高

　
等
学
校
を
卒
業
す
る
見
込
み
の

　
　
も
の
。

　
二
、
高
等
専
門
学
校
の
第
3
学
年

　
　
の
過
程
を
修
了
し
た
も
の
。

　
三
、
そ
の
他
大
学
入
学
資
格
検
定

　
　
に
合
格
し
た
者
等
人
事
院
が

　
　
一
、
に
掲
げ
る
も
の
と
同
等
の

　
　
資
格
が
あ
る
と
認
め
る
も
の
。

◆
試
験
目

第
－
次
試
験

　
　
5
月
2
6
日
㈲

第
2
次
試
験

　
　
7
月
9
日
㈹
か
ら

　
　
　
　
　
　
7
月
1
1
日
㈲
の
一
日

、

国罵年金の擢出が
i必要なときっτどんなとき孚

　　　　　　●
20歳になったとき（厚生年金・共

済組合の加入者は除く）

　　　　瑳．　　‘

印かん

国民年金の加入者が厚生年金・共

済組合に加入したとき

印かん・本人と配偶者の年金手

帳・健康保険証

厚生年金・共済組合の加入をやめ

たとき

印かん・年金手帳・退職年月日

のわかる書類

第3号被保険者の配偶者が会社な

どをかわったとき

印かん・本人と配偶者の年金手

帳・健康保険証・前の会社を退

職した年月日のわかる書類

配偶者の扶養になったとき（結婚

したときや収入が減ったとき）

印かん・本人と配偶者の年金手

帳・健康保険証・婚姻および扶

養になった年月日のわかる書類

配偶者の扶養からはずれたとき（離

婚したときや収入が増えたとき）

印かん・本人と配偶者の年金手

帳・扶養からはずれた日のわか

る書類

住所・氏名がかわったとき（住民

票の届出といっしょにできます）
印かん・年金手帳

任意加入するとき・やめるとき 印かん・年金手帳

◆
試
験
地

　
第
一
次
試
験

　
　
　
新
潟
市
、
金
沢
市
ほ
か
全
国

　
　
　
三
十
｝
か
所

　
第
一
一
次
試
験

　
　
　
新
潟
市
ほ
か
全
国
十
『
か
所

◆
身
分
及
び
給
与

　
　
　
入
校
（
平
成
8
年
1
0
月
1

　
　
　
日
）
と
同
時
に
国
家
公
務
員

　
　
　
と
な
り
在
学
中
は
月
額
一
四

　
　
　
〇
、
六
五
八
円
の
給
与
が
支

　
　
　
給
さ
れ
ま
す
。

，
、
◆
そ
の
他

一
、
受
験
手
数
料
は
不
要
で
す
。

二
、
受
験
手
続
き
等
詳
し
い
問
い

　
△
・
わ
せ
は
、

新
潟
市
万
代
2
丁
目
2
番
1
号

第
九
管
区
海
上
保
安
本
部

　
　
　
　
　
　
　
総
務
部
人
事
課

智
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

　
0
1
2
0
1
4
4
4
1
5
7
6

就
任
あ
い
さ
つ

　
　
　
　
　
南
雲
昭
治

　
此
の
度
、
公
民
館
長
を
仰
せ
つ

か
り
、
身
の
引
き
締
ま
る
気
持
ち

で
お
り
ま
す
。
微
力
で
は
あ
り
ま

す
が
、
地
域
の
皆
様
の
こ
指
導
こ

協
力
を
仰
ぎ
、
誠
心
誠
意
務
め
た

い
と
思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
ね
が
い
い
た
し
ま
す
。

　
若
い
人
か
ら
お
年
寄
り
の
方
々

ま
で
、
楽
し
く
活
動
し
て
い
た
だ

き
、
よ
り
一
層
日
々
の
喜
び
を
見

出
す
、
そ
の
お
手
伝
い
を
す
る
こ

と
が
公
民
館
の
し
こ
と
と
受
け
止

め
て
お
り
ま
す
。

　
公
民
館
は
皆
様
の
館
、
ど
う
ぞ

気
軽
に
お
い
で
頂
き
ま
す
よ
う
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

退
任
あ
い
さ
つ

　
　
　
　
　
　
白
倉
増
之

　
十
年
ぶ
り
の
大
雪
で
あ
り
ま
し

た
が
、
よ
う
や
く
春
の
き
ざ
し
が

見
え
て
き
ま
し
た
。
私
、
こ
の
た

び
中
里
村
公
民
館
長
を
退
職
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
在
職
六
年
間
を
ふ
り
返
っ
て
何

よ
り
も
嬉
し
く
、
有
難
か
っ
た
こ

と
は
、
皆
さ
ん
か
ら
社
会
教
育
公

民
館
活
動
に
御
理
解
を
い
た
だ
き
、

積
極
的
に
参
加
し
て
下
さ
り
、
好

か
っ
た
こ
と
、
悪
か
っ
た
こ
と
何

で
も
聞
か
せ
て
頂
け
る
あ
た
た
か

い
お
つ
き
合
い
が
で
き
た
こ
と
、

退
く
に
あ
た
り
「
御
苦
労
さ
ん
で

し
た
」
こ
の
言
葉
は
生
涯
忘
れ
ま

せ
ん
。
こ
れ
か
ら
も
お
仲
間
に
入

れ
て
下
さ
い
。
有
難
う
こ
ざ
い
ま

し
た
。
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お間い合わせは中里村役場（63）3111㈹へどうぞ

奏．憂美季．篇姦鷲里、⑭

　くだものと野菜が好きな干佳ち

ゃんは元気よく家の中や外を遊ん

でいます。特に最近は外に出たが

るようです。家の中ではめいぐる

みで遊んでいます。

　双子のお兄ちやんとも仲良く、

3人でいい子になってテレビを見

ているとのこと。最近は、じい一、

ぱあ一と呼んでお話をしているそ

うです。帰りぎわには、バイバイ

をきちんとしてくれました。

3導 逝

職名・氏名・新学校（郡市・学校名） 職名・氏名・旧学校（郡市・学校名）

【田沢小学校】

教諭　渾川久仁子（東頚城・松代小） 教諭　八木　晴美（配　置　換　え）

講師　郷　ゆり子 教諭　高橋みどり（十日町・十日町小）

教諭　門木　春代（新　　採　　用）

【高道山小学校】

教諭　宮嶋　律子（刈　羽・二田小） 教諭　山岸智恵子（中魚沼・橘　小）

養教　岩崎　留美（東頚城・松里小） 教諭　浅井　友美（北魚沼・西　小）

養教　冨沢　千春（十日町・馬場小）

【倉俣小学校】

校長　佐藤　勝治（中越教育事務所） 校長　内山久四郎（西頚城・磯部小）

教諭　平原　哲雄（三　島・出雲崎小） 教諭　安保　サイ（十日町・吉田小）

教諭　ハ木　晴美（配　置　換　え） 教諭　佐藤　浩明（南魚沼・塩沢小）

教諭樋口智恵子（退　　　　　職） 教諭　斎藤　敏美（西蒲原・和納小）

【貝野小学校】

教諭　中村美津子（上　越・小猿屋小） 教諭　丸山　明子（十日町・十日町小）

【清津峡小学校】

教頭　大図　政士（県立生涯学習推進センター） 教頭　春日　　求（中魚沼・橘　小）

教諭　清野美紀子（五　泉・五泉東小） 教諭　山田　直美（配　置　換　え）

【清津峡小学校土倉分校】

教諭　山田　直美（配　置　換　え）

【中里中学校】

教諭　池田　芳幸（新大附属長岡中） 教諭　関谷　浩行（上　越・直江津中）

教諭　大口　礼子（十日町・吉田中） 教諭　阿部　雅子（佐　渡・真野中）

教諭　若月　孝志（新　潟・関屋中） 教諭　田山　秀人（南魚沼・城内中）

教諭　浅井　貞夫（南魚沼・六日町中） 教諭　原田　　一（県立高田養護学校）

教諭　加藤　岳宏（長　岡・南　中） 教諭　丸山　浩市（中魚沼・津南中）

教諭　西　　正文（北蒲原・乙　中） 教諭　鈴木　　正（上　越・城西中）

教諭　久保田ひとみ（中頚城・柿崎中） 教諭　佐々木美和（新　　採　　用）
－

講師　内山　重利

，
●

◆会　場　総合センター

◆時　間　午前9時30分～11時まで

　　　　　（受付　9時30分～10時）

◆対象者　保育所入所前の乳幼児と母、祖母など

◆内　容　・自由遊び、親子遊び、課題遊び

　　　　　・おやつ……おやつはでますので持参しないで

　　　　　　　　　　　ください。

◆参加費　無　料

◆参加申込み

　　　　　新規参加希望者のみ民生課へ

　　　　（平成7年度参加者は申込みの必要ありません）

　　　　　問い合わせは、民生課　保健衛生係まで

　　　　　智63－3111（内線126）・

　
　
0

’
＼
脳
　
　
　
　
　
」

，
匁
、
．

¢
o

ノ
、

』
印

秀
・
＼
Z

μ
刀
　
、

　
、
r

子供と遊んであげたいけどどうやって遊んだらい

いの？

　育児の悩みを話せる友達がほしいなあ一……とい

うお田さん遊びの教室に集合！

　もちろんおぱあちゃんも大歓迎

12月17日σり

1目21日σり

2月18日σり

3月4日U℃

8月20日σり

9目24日σり

10月22日σり

11月19日σり

4目23日σり

5目21日σり

6月25日σり

7月16日U℃
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レ
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さ
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理
ま
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役
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長
長
事
鰯
飼
幽
師
職

郵
蕪
醐
聴

　
　
＝
生
設
林
嚢
一
藪
＝

　
　
者
民
建
農
教
教
用
倉
動

　
　
職
●
●
●
●
●
採

　
　
退
　
　
　
　
　
新
　
異

　
　
◆
　
　
　
　
　
　
　
◆
　
　
◆

　
　
　
　
8

議会事務局長　　　　　　　　吉楽　克之（会計課長）

総務課　課　長　補　佐　吉楽高義（環境課課長補佐）
主　　　　　　任　保坂　政司（総務課主事）
主　　　　　　任　吉楽　重敏（総務課主事）
主　　　　　　任　滝沢　栄子（総務課主事）

税務課　課　　　　　　長　藤田　嘉寛（教育委員会社会教育課長）
住　民　税　係　長　高橋チヨ子（民生課住民係長）

民生課　課　　　　　　　長　羽鳥　直嗣（議会事務局長）
国民健康保険係長　岡村　満子（教育委員会社会教育係長）
住　民　係　　長　久保田明子（民生課国民健康保険係長）

主　任保健婦　樋ロ　洋子（民生課保健婦）
主　　　　　　事　羽鳥　良夫（建設課主事）
貝野保育所主任保母　山田　生子（中里保育所主任保母）
倉俣保育所主任保母　富井　正子（南保育所主任保母）

南保育所保母　鈴木千恵子（貝野保育所保母）
南保育所保母　渡辺陽子（清津峡保育所保母）
南保育所保母　荒井輝美（倉俣保育所保母）
中里保育所調理員　滝沢　トク（南保育所調理員）
南保育所調理員　村山イクヨ（中里保育所調理員）

環境課　課　　　　　　　長　大島　　巌（税務課長）

課　長　補　佐　鈴木　久雄（農林課副参事）
主　　　　　　任　川田由美子（農林課主任）

開発課　副　　　参　　　事　吉楽勝太郎（民生課副参事）
主任（十日町広域事務組合出向）吉楽　芳広（開発課主任）

農林課　課　長　補　　佐　樋口　秀雄（農林課農業振興係長）

農業振興係長　樋口　正博
係長（農業委員会）　村山　路休（税務課資産税係長）
主　　　　　　任　高橋　和子（建設課主任）
主　　　　　　　任　高橋　一郎（環境課主事）

建設課　課　　　　　　　長　樋口　寿次（環境課長）
副　　　参　　　事　南雲　市郎（建設課工務係長）

主　　　　　　事　滝沢　直子（教育委員会学校教育課主事）

会計課　課　　　　　　長　阿部　隆嗣（農林課参事）
会　計　　係　　長　南雲　ツル（会計課主任）

教育委員会社会教育課

課　　　　　　長　村山　茂徳（総務課参事）
社会教育係長　富井　和男（教育委員会社会体育係長）
社会体育係長　高井　忠博（環境課環境係長）

犠纒

俣
　
　
敷

　
　
　
屋

倉
　

新

コ
　
　
コ

夫
美
美
子

哲
良
辰
綾

橋
　

鳥

高
　
　
羽

｛
　
　
｛

　
　
レ
つ
に
レ
つ
ド

ん
　
　
ろ
白
ハ
ろ
良
・

伽
潤
・
太
た
太

　
　
貼
健
妨
悠

撒｛金沢幸鉄子｝桂

み　 き

㍊／志田難｝荒屋

鱗｛鈴木京隆子｝下山

儲｛井之川智勲子｝如来寺

難
中
聯
畿
崎
懲
㍊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け

　
　
　
宮
十

｛吉楽　　功

児玉明美

廣田フミイ（65）

富井タケヨ（87）

樋口要作（61）
村山順一（59）
鈴木タキエ（80）

山田ミキ（86）
※掲載を希望しない方は届

申し出てください。

●交通事故件数　　　　　4件

●死　　者　　　　　O人

●傷　　者　　　　　7人

●死亡事故ゼロ　　1，235日

　
平
威
織
難
漫

調
理
師
議
繍
禦
内

1
、
受
験
資
格

　
中
学
校
卒
業
又
は
こ
れ
と
同
等

以
上
の
学
力
が
あ
る
と
認
め
ら
れ

　
る
も
の
で
、
調
理
業
務
に
従
事
し

　
た
経
験
が
2
年
以
上
あ
る
者
。

2
、
必
要
書
類

　
「
調
理
師
試
験
受
験
願
書
」

　
「
調
理
業
務
従
事
証
明
書
」

　
「
卒
業
証
明
書
等
」

　
「
写
真
」

一
．
そ
の
他
最
寄
り
の
保
健
所
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

3
、
受
験
願
書
の
提
出
期
間

　
平
成
8
年
5
月
1
3
日
㈲
か
ら
平

成
8
年
5
月
2
0
日
㈲
ま
で
に
必
着

　
の
こ
と
◎

　
上
記
期
間
経
過
後
は
受
付
で
き

　
ま
せ
ん
の
で
御
注
意
く
だ
さ
い
。

4
、
受
験
願
書
の
提
出
場
所

　
現
に
住
ん
で
い
る
住
所
地
を
所

轄
す
る
保
健
所

5
、
試
験
地

【
六
日
町
】

　
（
小
出
、
六
日
町
及
び
十
日
町
各

　
保
健
所
管
内
居
住
者
）

6
、
試
験
日
時

　
平
成
8
年
6
月
2
8
日
働

午
後
1
時
か
ら

7
、
合
格
発
表

　
平
成
8
年
7
月
1
9
日
働

　
各
保
健
所

電
話
で
の
照
会
に
は
応
じ
ま
せ
ん
。

平成8年4月10日広報なかさと17



お米の素顔が見える表示に〃

　
お
気
づ
き
で
す
か
。
こ
の
と
こ
ろ
お
米
屋
さ
ん
の

店
先
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
の
お
米
が
並
ぶ
よ
う
に

な
っ
た
こ
と
。
国
内
産
の
も
の
と
も
と
よ
り
、
外
国

産
米
や
「
コ
シ
ヒ
カ
リ
一
〇
〇
％
」
な
ど
と
銘
打
っ

た
ブ
ラ
ン
ド
米
と
呼
ば
れ
る
も
の
ま
で
登
場
し
て
い

ま
す
。
選
択
の
幅
が
広
が
っ
た
の
は
う
れ
し
い
こ
と

で
す
が
、
気
に
な
る
の
は
中
身
の
信
頼
性
。
そ
ん
な

消
費
者
の
声
に
こ
た
え
た
の
が
、
新
食
糧
法
の
施
行

で
一
新
さ
れ
た
精
米
表
示
と
そ
の
認
証
マ
ー
ク
で
す
。

く表示例〉

食糧庁精米表示基準に基づく表示

品　　名 精　　　米

原料玄米

産地 品　種 産年 使用割合

A県産　コシヒカリ　7年産　　40％

B県産ササニシキ　7年産　　20％

　　　そ　の　他　　　　40％

　　（うち　未検査米　　　　10％）

正味重量 5kg

精米年月日 8．1．20

販売業者名

　又は

精米工場名

○○米穀卸株式会社

　　ロロ県○○市△△町▽▽1－2

　　　　　　　　　TELO12（345）6789

00米穀卸株式会社　△△精米工場

　　□□県○○郡△△町○03－45

　　　　　　　　　TELO123（45）6789

、

ラγ

籍窪

塗㍗含
‘）○蜜

至誠堂医院響舗箒

上村病院響3重2耕

長山医院麗6南2鄙

上村病院響3重2薪

①山・医院響謡幕

池田医院響赫讐

⑳
⑳
㊧
㊧
㊧
㊧

困
．
距
穿

ピ
う
し
よ
馬
？

●●
い

り
リリ

ウし

τ

ゆ
う
与
ん

聖
ヨ
？

　
　
θ

　
ノ

か
勘

童
1

冶
羅
う
4
で
マ

昌
誓
読
訳

口
く
｛
・
・

o頴

ゼ
暑
．
、
隆
κ
ら

“
い
O
か
な
負
っ
t
…

　
マ4

　
ヅ
れ

　
　
　
　
ひ

輩
　
／
ρ
．
鯉

　
レ

　
4
月
に
入
っ
た
と
い
う
の
に
雪

が
降
り
「
な
ご
り
雪
」
と
い
う
に

は
多
め
に
降
り
過
ぎ
た
み
た
い
に

感
じ
ま
す
。
今
年
の
大
雪
の
為
に

春
の
や
っ
て
く
る
の
が
す
こ
し
遅

れ
て
い
る
み
た
い
で
す
が
一
年
生

や
新
入
社
員
を
み
る
と
野
山
に
春

が
く
る
の
は
も
う
少
し
と
い
う
感

じ
ま
す
が
地
域
社
会
で
は
春
が
き

た
な
と
い
う
感
じ
が
し
ま
す
。

　
さ
て
、
春
の
交
通
安
全
運
動
が

4
月
6
日
か
ら
始
ま
っ
て
い
ま
す

が
、
保
育
園
児
や
小
学
一
年
生
な

ど
の
交
通
弱
者
を
地
域
の
人
た
ち

で
守
っ
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

／4月15目～5月5日＼

カレンタ“一
15（月）

16㈹

17ωO
2歳児健診（歯科）　合保険センター
㊦13：00～13：30受付

補聴器相談（リオン）　合役場

㊤13：45～14：00

18休）

19働
村政事務嘱託員会議　合総合センター

09：00～
心配ごと相談（村山篤稔）　合デイサービス
センター　（913：30～16：00

20ω
ドーム中里き☆ら○ら投影　合ユーモール

（911：00～11：50

22（月） 補聴器相談（キコエ）　合役場

016：00～16：30

23㈹
遊び教室　合総合センター
09：30～10：00受付

24㈱
胃がん・大腸がん検診　合保健センター
08：00～10：00受付
補聴器相談（リオン）　合役場

⊂）13：45～14：00

25休） 胃がん・大腸がん検診　合保健センター
㊤8：00～10：00受付

26働

胃がん・大腸がん検診　合保健センター
∈）8：00～10：00受付

3歳児健診　合保健センター
㊤13：00～13：30受付

心配ごと相談（廣田和子）　合デイサービス
センター　（∋13：30～16：00

行政相談　合老人福祉センター
㊤13：30～16：00

27（土）

つくし祭　合ユーモール　㊤10：00～15：00

ドーム中里き☆ら○ら投影　合ユーモール
011：00～11：50

（月）
みどりの日
黄桜の丘桜まつり　合黄桜の丘（宮中）

010：00～

30㈹
ツベルクりン検査　合保健センター
014：00～15：00受付

1㈱
補聴器相談（リオン）　合役場

㊤13：45～14：00

2休）
ツベルクりン判定及ぴB　C　G　合保健セン

ター　㊤14：00～15：00受付

働 憲法記念日
成人式　合ユーモール　（910：30～

ω 国民の休日

こどもの日

ドーム中里き☆らoら投影　合ユーモール
㊤11：00～11：50

場奮があ鯵ます。御用の際は確認を

＿　　　　おねがぴします。
※変更する

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　村民憲章　（昭和60年7月25日制定）

　　　　　　村　　　　1、自然を愛し美しい村をつくります．

　　　　　　の　　　　　　　　　　　1、健康で働き明るい村をつくります。

　　　　　　鳥　　　　　　　　　　　1、愛情を豊かにし心あたたかい村をつくります。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　1、教養を深め文化のかおり高い村をつくります。

ユ　リ　　　　　　　ウグイス　　　　1、創意をこらし活力ある村をつくります。

人ロ男3，325人（一14）女3，316人（一18）計6，641人（一32）　世帯数1，631（±0）
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